
交流と連携により　ともに夢を描く　共生と協働のまち
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博物館はワンダーランド

博 物 館
時　空　の　迷　路　に　入　り　込　む
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No 種別 種目名 出場者 開始予定
時　　間

開会式 　全員 8時30分
1 　その他 　準備体操 　全員 8時57分
2 　地区対抗 　小学生60m走 　小学生１～４年 9時10分
3 　地区対抗 　小学生100m走 　小学生５～６年 9時31分
4 　地区対抗 　中学生100m走 　中学生 9時45分
5 　地区対抗 　一般100m走 　高校生以上 9時55分
6 　公開競技　 　三色玉入れ 　身障者福祉協会

　社会福祉協議会 10時５分

7 　公開競技 　かけっこ 　平成20年度
　新規就学予定者 10時17分

8 　地区対抗 　ボウリング競走 　老人クラブ 10時24分
9 　地区対抗 　障害物リレー 　子ども育成会 10時41分
10 　職場・グループ対抗 　百足競走 　職場・グループなど 11時４分
11 　地区対抗 　小学生学年別リレー 　小学生 11時14分
12 　地区対抗 　中学生学年別リレー 　中学生 11時36分
13 　地区対抗 　大綱引き予選 　一般 11時46分
14 　行政区・グループ対抗 　大縄跳び 　行政区・グループなど 12時３分
15 　地区対抗 　地区対抗年齢別リレー 　一般 12時10分
16 　地区対抗 　大綱引き決勝 　一般 12時23分
17 　その他 　全員踊り

　（ふるさと音頭・炭坑節）　全員 12時27分
閉会式 　全員 12時37分

スポーツの秋を満喫
第２回みやこ町町民体育大会
10月14日㈰開催
場所　　豊津グランド（みやこ町豊津1113番地）
3地区対抗戦です、みなさん応援に来てください！
時間　　８時30分（開会式）～13時（閉会式予定）
種目などは下の表でご確認ください。

スポーツで
つなぐ
豊で明るいまちづくり

また、百足競争と大縄跳びについては自由参加です。多くの参加をお待ちしています。
（両競技とも１チーム10人で男女の制限はありません）

お問い合せ・お申し込みについては、生涯学習課体育係　☎33-3112

※参加する選手のみなさんは必ず競技開始予定の１時間前に、会場にお越しください。
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みやこ町　第２回

愛郷音楽祭
　≪里見　義・高橋　信夫顕彰音楽祭≫　　
　　　　　　　入場無料
日時　10月 20日㈯ 9時 30分～ 12時 30分
場所　豊津公民館（みやこ町豊津 1118 番地）
内容　

東京藝術大学演奏（「千の風になって」「琵琶演奏」ほか）
豊津中学校、育徳館中学校・高校ブラスバンド演奏
犀川少年少女合唱団、豊津童謡を愛する会合唱

主催　愛郷音楽祭実行委員会・みやこ町
後援　みやこ町教育委員会
お問い合わせ先　企画調整課☎ 32・2511
みやこ町総合観光案内所　　☎ 33・5771

高橋　信夫

【作詞・訳詞・作曲・編曲を手がけた数が千曲以上】

　明治40(1907)年3月、小倉市大阪町 (現小倉北区 )で生まれ、クリスチャ

ンの家庭でのびのびと育てられました。大正8(1919)年、福岡県立小倉中

学校 (現小倉高校 )に入学、２年生の時に一家転住に伴い豊津中学校（現育

徳館高校）に編入しました。

　昭和7(1932)年から活動の場を東京に移し、雑誌に投稿を続け東京音楽

書院に入社して、作詞・訳詞・作曲・編曲を多数手がけました。本名や宮

原敏勝、北沢三郎、大井辰夫などのペンネームで活躍、千曲以上の作品を

発表しました。

　昭和20(1945)年7月13日、38歳の若さでこの世を去りました。

里見　義
ただし

【名曲「埴
はにゅう

生の宿」を作詞】

　文政7(1824)年7月４日小倉東町に生まれ。明治２(1869)年豊津に育徳
館 (現育徳館高校 )が設立され、翌年和学の教授として教鞭をとり、学校が
目指した近代的教育の一役を担いました。
　明治10(1877) 年東京で初めて文法書を出版、著作活動を続け明治
14(1881)年文部省の音楽取調掛 (現在の東京藝術大学音楽部 )に採用され
ました。音楽取調掛では、唱歌の歌詞を作詞する適任者として推薦され、
伝習生に「作歌」を教え、編集の業務では「小学唱歌」「中等唱歌集」に多
くの作詞をしました。
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特集

博物館はワンダーランド
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知の殿堂で遊ぶ・学ぶ

みやこ町歴史民俗博物館
子どものころ、恐さ半分、興味半分で覗いた博物館。

家族に連れて行かれた博物館に展示された恐竜の骨格や怪しげな標本もよく分らなかっ
たあの頃。しかし、子どもをもち親となった今、このよく分らなかった博物館は今や、

何物にも代え難いワンダーランドになった気がします。
化石や石器といった小さな展示物から見えてくる悠久の地球の歴史。
あるいは、矢じりや土器に込められた、先祖たちの夢や人生―。

想像力の翼を広げその時空に遊べば、そこには限りないロマンがあふれています。
みやこ町だからこそ、その素晴らしき歴史があります。

芸術や文化を楽しむ秋の足音はすぐそこまで聞こえてきています。
今回の特集では、博物館の扉を、今ゆっくりと開いてみましょう。

のぞ
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今後の利用方針を大塲直教育長さんに聞く

博物館に
足を運ぶ
喜び

  　大人だけが楽しめるだけなんてとんで
もない。博物館は大人だけではなく、子ど
もたちにとっても知の宝庫。訪れる度にい
ろいろな驚きや発見があり、未知への扉
を一つ一つ開いていきます。
　ここで説明されたことや発見したことは
後々に、とても重要な経験となることでしょ
う。この歴史民俗博物館を管轄するのは
教育委員会。大塲直教育長に教育の観点
から話を伺いました。

　

み
や
こ
町
の
教
育
を
司
る
教

育
委
員
会
。
そ
の
長
を
務
め
る

大
塲
直
教
育
長
に
博
物
館
の
教

育
的
利
用
方
法
に
つ
い
て
伺
い

ま
し
た
。

　
「
親
子
で
体
験
で
き
る
『
モ
ノ

づ
く
り
講
座
』
な
ど
は
、
世
代

を
超
え
た
み
な
さ
ん
と
の
交
流

の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
歴
史
に

興
味
が
な
い
人
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
講
座
で
す
。
ま
た
、

歴
史
に
興
味
が
あ
り
、
昔
の
実

生
活
に
触
れ
て
み
た
い
と
考
え

て
い
る
人
に
は
、
そ
の
生
活
が

こ
と
細
か
に
書
か
れ
て
い
る
古

文
書
を
読
み
解
く
『
古
文
書
講

座
』
が
最
適
で
す
。

　

そ
の
人
、
そ
の
人
に
合
っ
た

講
座
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
自
分
に
合
っ
た
講
座
を

見
つ
け
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
」

と
大
塲
教
育
長
は
語
り
ま
す
。

　

古
代
か
ら
近
代
ま
で
、
豊
か

な
歴
史
資
料
を
持
つ
博
物
館
。

こ
の
博
物
館
館
内
で
ゆ
っ
く
り

見
学
す
る
と
、「
昔
の
生
活
」
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
と
同
時
に
、
わ
た
し
た
ち
が

享
受
す
る
「
便
利
さ
」
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

悲
惨
な
事
件
事
故
が
多
発
す

る
現
代
社
会
。
こ
の
「
便
利
さ
」

だ
け
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
心
の
豊
か
さ
」
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

大
塲
教
育
長
は
「
郷
土
の
歴

史
を
博
物
館
と
い
う
施
設
を
と

お
し
、
見
つ
め
な
お
す
こ
と
に

よ
っ
て
郷
土
へ
の
思
い
や
誇
り
な
ど

を
再
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
は
、
郷
土
へ
の
愛
着
・
誇

り
を
伝
え
、
そ
し
て
心
の
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の

た
め
、
こ
の
博
物
館
の
利
・
活
用
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
、

今
後
の
博
物
館
運
営
に
意
欲
を
燃
や

し
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
子
ど
も
さ
ん
と
遊
ぶ
時

間
の
取
れ
な
い
現
代
の
お
父
さ
ん

た
ち
。
モ
ノ
づ
く
り
講
座
な
ど
の
体

験
型
講
座
は
、
子
ど
も
た
ち
と
の
時

間
を
取
る
絶
好
の
機
会
だ
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

「
教
育
的
価
値
の
高
い
博
物
館
は
町
の

宝
。
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
」

　平成7年に発足した「豊津町歴史民俗資料
館（合併後はみやこ町歴史民俗博物館）　友
の会」の会長を務める榊さん。「一人でも多く
の人に博物館を見学していただき、ファンに
なってほしいですね」と語ります。

み
や
こ
町
教
育
長　

大
塲
直
さ
ん

博
物
館
の
応
援
隊
・
友
の
会
会
長

榊
正
支
さ
ん

特集

博物館はワンダーランド
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か
つ
て
豊
前
国
と
し
て
栄
え

た
み
や
こ
町
。
特
に
豊
津
の
地

に
は
今
も
な
お
、
そ
の
歴
史
と

文
化
が
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

豪
族
た
ち
の
隆
盛
を
物
語
る

八
景
山
古
墳
群
、
豊
前
国
を
統

括
す
る
国
府
の
設
置
や
国
立
寺

院
で
あ
る
国
分
寺
の
建
立
な
ど
、

豊
前
国
の
政
治
・
経
済
・
文
化

の
中
心
で
あ
る
こ
と
は
名
実
相

伴
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
時と

き代
が
流
れ
、
明
治
初

期
に
は
豊
津
藩
が
誕
生
し
、
錦

原
台
地
が
開
発
さ
れ
て
賑
わ
い

を
見
せ
、
藩
校
で
あ
る
育
徳
館

で
は
最
先
端
の
学
問
が
教
授
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち
へ

の
教
材
と
し
て
、
旧
豊
津
町
が

こ
の
歴
史
的
な
遺
産
を
平
成
４

年
か
ら
「
豊
津
町
歴
史
回
廊
の

里
づ
く
り
」
と
し
て
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
国
分
寺
周
辺

や
八
景
山
自
然
公
園
の
整
備
・

観
光
案
内
所
・
案
内
板
の
設
置

な
ど
整
備
内
容
は
多
岐
に
渡
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
整
備
の
中
核
的
役
割
を

担
っ
た
の
が
「
豊
津
町
歴
史
民

俗
資
料
館
」で
す
。
敷
地
面
積
５
，

３
０
５
㎡
、
所
蔵
資
料
約
１
万

点
。
時
代
ご
と
に
整
理
さ
れ
た

展
示
ゾ
ー
ン
で
は
、
こ
の
地
域

で
生
き
た
人
々
の
軌
跡
を
こ
の

み
や
こ
の
地
で
身
近
に
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

博物館建設に携わった川本義継さんに聞く

博物館に
足を運ぶ
楽しみ

  博物館の中で人知れず眠っているコレ
クションは、人々に見つめられた瞬間に、
永遠の息吹を甦らせます。そこには時空を
超えた自由な世界へと精神を飛翔させ、
空想の迷宮に誘う不可思議との出会いが
あります。
　その扉は、いわば知の発見に満ちた異空
間の扉。博物館という場所の楽しみ方と魅
力を、元豊津町教育長の川本義継さん
に伺いました。

「
教
科
書
は
中
央
の
歴
史
を
、
博
物
館

は
郷
土
の
歴
史
を
教
え
て
く
れ
ま
す
」

　

文
化
財
保
護
指
導
員
を
長
年
務
め

て
き
た
川
本
義
継
さ
ん
。
こ
の
地
域

は
豊
前
国
府
・
国
分
寺
に
関
す
る
品

が
数
多
く
出
土
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
旧
豊
津
藩
士
の
ゆ
か
り
の
品
の

散
失
や
昔
の
農
具
な
ど
が
焼
か
れ
る

こ
と
に
危
機
感
を
持
ち
、
必
ず
博
物

館
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
そ
う
で

す
。

　

川
本
さ
ん
ら
の
願
い
が
叶
い
博
物

館
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
楽

し
み
方
を
伺
い
ま
し
た
。　

　
「
博
物
館
の
機
能
と
し
て
、
学
習
の

場
、
郷
土
の
こ
と
を
詳
し
く
聞
く
楽

し
み
。
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
を
含
め
、

講
座
な
ど
で
専
門
家
の
講
義
を
聞
き

知
識
を
深
め
、
体
験
で
き
る
楽
し
み

が
あ
る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
、

来
館
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」。

　「徳永川ノ上遺跡でいろいろな歴史的価値
のあるものが数多く出土したときは、とても驚
き、それを保管そして展示する施設が必要だ
と感じました」と語るのは雪山さん。資料館建
設当時は豊津町企画室長。

当

元
豊
津
町
教
育
長　

川
本
義
継
さ
ん

資
料
館
の
建
設
当
時
を
知
る

旧
豊
津
町
役
場
助
役　

雪
山
峯
隆
さ
ん
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寄稿
博物館実習を終えて…
梅光学院大学博物館学課程
末岡　晴奈さん

今回、みやこ町歴史民俗博物館で
実習をさせていただきとても感謝して
おります。
10 日間という短い期間でしたが、

普段の授業ではできない貴重な経験を
させていただき大変充実した時間を過
ごすことができました。実習で掛け軸
を扱わせていただきましたが、初めの
うちは緊張で体が硬直し、やっとの思
いで掛けたのを覚えています。資料を
取り扱うことはとても神経を使う作業
だと知りました。学芸員として様々な
資料を扱うためには相当の経験が必要
であることを実感しました。
実習では企画展を担当させていた

だきました。企画展の全てを任せても
らえるとは思っていなかったので、限
られた時間内での準備は大変でした。
初めはわからないことが多く戸惑うば
かりでしたが職員の皆様が丁寧に指導
してくださったので企画展を達成する
ことができました。また企画展の準備
を体験し、学芸員の仕事は、研究だけ
ではなく、細かい作業や力仕事など、
頭と体の両方を常に使う大変な仕事だ
と身をもって知ることができました。
みやこ町歴史民俗博物館での実習

は、博物館を色々な視点から学ぶこと
ができ大変勉強になりました。お忙し
いにも関わらず、
時間を割いて丁寧
にご指導していた
だきとても感謝し
ております。この
実習で得た知識を
糧に学芸員を目指
して頑張りたいと
思います。ありが
とうございまし
た。

みやこ町歴史民俗博物館ならではの出土品。
山鹿宮田遺跡で出土した銅製経筒鋳型（手
前）、下田経塚で出土した経筒は中に紙本経
が残っている珍しいもの（奥）。

▲犀川中学校体験型講義（土器づくり）

▲
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収
蔵
庫
は
博
物
館
の
心
臓
部

博
物
館
を
知
る
鍵
は
こ
こ
に
あ
っ
た

人
間
の
知
識
の
結
晶
を
集
め
た
博
物
館
。

そ
の
華
や
か
な
展
示
を
支
え
て
い
る
の
は
、

日
夜
、
研
究
に
没
頭
し
て
い
る

学
芸
員
た
ち
の
存
在
で
す
。

博
物
館
の
裏
側
の
世
界
を

ほ
ん
の
少
し
覗
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

博
物
館
内
に
こ
だ
わ
ら
な
い

　

博
物
館
の
仕
事
は
資
料
集
収

や
展
示
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

町
内
外
か
ら
の
来
館
者
そ
し
て

現
地
で
の
説
明
は
時
と
場
所
を

選
び
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
小
・
中
学

校
で
地
域
の
歴
史
を
勉
強
す
る

機
会
が
増
え
、
野
外
活
動
に
出

か
け
て
い
ま
す
。

　

学
校
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、

学
芸
員
は
説
明
用
資
料
を
ひ
っ

さ
げ
、
参
上
し
ま
す
。

　

博
物
館
は
町
の
歴
史
を
伝
え

る
と
共
に
、
町
を
PR
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

知
ら
れ
ざ
る

も
う
ひ
と
つ
の

博
物
館
物
語

特集

博物館はワンダーランド

▲発掘調査  現地説明会▲犀川中学校の出前授業（体験発掘・縄文の森探索）

▲来館者への説明

▲黒田小学校への出前授業
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活
動
内
容
に
関
し
て
は
、
福

岡
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
小
笠

原
文
庫
を
は
じ
め
、
数
多
く
の

資
料
を
収
集
及
び
保
管
、
大
小

４
〜
５
回
の
企
画
展
の
開
催
。

町
内
外
の
小
・
中
学
生
や
館
内

見
学
者
へ
の
対
応
、「
友
の
会
」

活
動
へ
の
支
援
な
ど
を
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

京
築
管
内
で
唯
一
の
博
物
館

で
あ
り
、
先
の
活
動
は
ど
れ
を

と
っ
て
も
、
他
市
町
村
に
設
置

し
て
い
る
資
料
館
や
博
物
館
と

比
較
し
て
、
負
け
ず
劣
ら
ず
の

内
容
で
す
。
み
や
こ
町
に
限
ら

ず
、
京
築
地
域
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

先
に
示
し
た
活
動
内
容
の
柱

で
あ
る
資
料
の
収
集
及
び
保
管
、

展
示
そ
し
て
教
育
普
及
活
動
は
、

町
を
PR
し
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
も
の
ば
か
り
。

　

 「
特
に
次
世
代
へ
は
、
博
物
館

内
の
資
料
を
と
お
し
て
、
み
や

こ
町
に
生
ま
れ
た
こ
と
へ
の
誇

り
を
持
っ
て
も
ら
い
、
愛
郷
心

の
育
成
へ
と
つ
な
が
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
町

内
外
の
見
学
者
に
対
し
て
も
、

み
や
こ
町
は
『
こ
ん
な
に
歴
史

あ
る
町
で
す
よ
』
と
売
り
込
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
点
を
考
え
た
ら
、
わ
た
し
た

ち
学
芸
員
は
営
業
マ
ン
。
自
社

製
品
を
売
り
込
み
す
る
よ
う
に

み
や
こ
町
の
宣
伝
マ
ン
と
な
り
、

町
の
文
化
財
を
も
っ
と
広
め
て

い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
続
け
ま
す
。

「博物館という舞台は整いました。そ
こでいかに舞い、表現するかは、舞い
手次第です。ここで言う舞い手とは学
芸員。舞台の広い狭いで気持ちの入れ
ようを変えてしまうことはおかしなこ
とですが、これだけの舞台を用意され
ては、一生懸命に舞うことが義務付け
られますね」と川本係長は語ります。

特集

博物館はワンダーランド
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資
料
館
か
ら
博
物
館
へ

　

平
成
6
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
歴
史
民
俗
資
料
館
。
法
的

に
は
、『
資
料
館
』
で
は
な
く
『
博

物
館
』
を
名
乗
る
資
格
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。

　

建
設
当
時
か
ら
我
が
町
の
「
資

料
館
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

た
た
め
、「
博
物
館
」
の
名
称
を

使
わ
ず
に
開
館
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
み
や
こ
町
の
誕
生

と
と
も
に
、「
町
の
規
模
も
大
き

く
な
り
、
博
物
館
と
し
て
の
機

能
強
化
そ
し
て
そ
れ
に
見
合
っ

た
活
動
を
し
て
い
く
と
い
う
思

い
を
持
っ
て
、『
資
料
館
』
か
ら

『
博
物
館
』
へ
と
名
称
を
変
更
し

ま
し
た
」
と
話
す
の
は
博
物
館

学
芸
員
で
あ
り
、
教
育
委
員
会

文
化
係
係
長
で
あ
る
川
本
英
紀

さ
ん
。

学
芸
員
は
セ
ー
ル
ス
マ
ン

　

博
物
館
の
仕
事
は
資
料
収
集

及
び
保
管
、
展
示
そ
し
て
教
育

普
及
活
動
が
主
を
占
め
ま
す
。

合
併
と
同
時
に
資
料
館
か
ら
博
物
館
へ
と

名
称
を
変
え
ま
し
た
。
そ
の
意
図
は
…
。

み
な
さ
ん
の
知
る
公
務
員
の
イ
メ
ー
ジ
と
は

異
な
る
職
種
で
あ
る
学
芸
員
。

そ
の
活
動
を
支
え
る
思
い
と
は
何
か
。

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
係
係
長
の

川
本
英
紀
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

▼諫山小学校５年生11人が社会科の学習のため来館
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ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
で
初

め
て
の
夜
は
、
緊
張
の
あ
ま
り

眠
れ
な
か
っ
た
と
か
、
期
待
に

胸
膨
ら
ん
で
眠
れ
な
か
っ
た
と

か
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
で
夜
を

明
か
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

研
修
3
日
目

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
バ
デ

ィ
と
一
緒
に
初
め
て
の
登
校
で

す
。
バ
ラ
ジ
ュ
ー
ラ
校
で
は
学

校
散
策
の
の
ち
、
初
め
て
語
学

授
業
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
い
き
な
り
言
葉
の

壁
を
感
じ
た
研
修
生
も
い
た
よ

う
で
す
。
話
す
言
葉
が
英
語
の

た
め
、
先
生
が
話
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
ら
ず
に
困
惑
し
て
い

る
様
子
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
の
ア
ー
ト
や
ク
ッ
キ
ン
グ

の
授
業
で
は
、
楽
し
そ
う
に
ケ

ー
キ
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

学
校
初
日
の
最
後
は
、
2
、

3
人
ず
つ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
教
室
に
入
り
、
現
地
生
徒

が
受
け
て
い
る
本
来
の
授
業
の

雰
囲
気
を
経
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

研
修
4
日
目

　

午
前
中
、
日
本
語
を
交
え
た

楽
し
い
授
業
を
受
け
た
後
、
カ

バ
シ
ャ
ム
・
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・

パ
ー
ク
を
訪
れ
、
広
い
公
園
の

中
、
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
を
抱
っ
こ

し
た
り
、
カ
ン
ガ
ル
ー
に
餌
を

や
っ
た
り
、
コ
ア
ラ
に
触
れ
た

り
と
日
本
で
は
で
き
な
い
多
く

参加者にインタビュー
阪口　明さん
　
「ホームステイ先での英会話で、リスニ
ングに慣れることができました」と笑顔
で語るのは勝山中学校3年生の阪口明
さん。
　「出発前にはさほど、心配や不安に思
うことがなかったのですが、家族と過ご
した初日にはカルチャーショックとホ
ームシックになりました」と振り返
ります。
　その原因は英会話。ホームステイ先の
家族とは当然のことながら、英語しか意
思疎通を図る手段がないことに、重圧を
受けたそうです。
　しかし、これはホームステイ事業。他
国の文化を学ぶことはもちろん、英会話
をする場でもあります。
阪口さんはその重圧に屈することなく、
それを糧として、意思表示を明確にする
ことを学びました。
　「思ったことがあれば、自分から話しか
けることが大切です」と本事業をとおして
得た経験を語ってくれました。
　

あかり

▲長かった飛行機の搭乗

▲レイク・モンガーの黒鳥

▲正面にはコテスロ・ビーチが広がる
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た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
と
も
に

帰
国
し
ま
し
た
。

研
修
１
日
目

　

8
月
18
日
（
土
）、
早
朝
に
役

場
を
出
発
、
福
岡
空
港
を
発
ち
、

約
6
時
間
か
け
て
、
ま
ず
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
空
港
に
到
着
し
ま
し

た
。
乗
り
継
ぎ
の
待
ち
時
間
が

3
時
間
、
さ
ら
に
パ
ー
ス
ま
で

5
時
間
と
、
約
15
時
間
の
長
い

道
の
り
を
経
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
パ
ー
ス
空
港
に
到
着
し

ま
し
た
。

　

パ
ー
ス
到
着
が
真
夜
中
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
み
ん
な
眠
い

目
を
こ
す
り
な
が
ら
入
国
手
続

き
を
行
い
、
そ
し
て
、
ホ
テ
ル

へ
と
足
を
運
び
ま
し
た
。
飛
行

機
の
中
で
は
、
ゆ
っ
く
り
と
眠

れ
な
か
っ
た
研
修
生
も
ホ
テ
ル

に
つ
い
て
、
よ
う
や
く
落
ち
着

い
て
眠
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
研
修
生
に
と
っ
て

は
、
初
日
か
ら
大
変
な
、
そ
し

て
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

研
修
2
日
目

　

パ
ー
ス
市
内
を
観
光
し
ま
し

た
。
世
界
最
大
の
シ
テ
ィ
パ
ー

ク
で
あ
る
キ
ン
グ
ス
・
パ
ー
ク

や
、
黒
鳥
で
有
名
な
レ
イ
ク
・

モ
ン
ガ
ー
を
訪
れ
、
コ
テ
ス
ロ
・

ビ
ー
チ
で
は
海
が
と
て
も
き
れ

い
で
驚
き
ま
し
た
。

　

昼
食
の
後
、
今
回
の
ホ
ス
ト

学
校
で
あ
る
バ
ラ
ジ
ュ
ー
ラ
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
に

到
着
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

温
か
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

研
修
生
に
と
っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
不
安
な
思
い
が
あ
っ
た
と

は
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
元

気
な
姿
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に

向
か
い
ま
し
た
。

行ってきました、
オーストラリアに

Perth ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業

報
告

パース
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
西
部
の
都
市
。
西
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
州
の
州
都
。
ス
ワ
ン
川
に
面
し
、
河
口
に

は
外
港
フ
リ
ー
マ
ン
ト
ル
が
あ
り
ま
す
。

人
口
１
５
０
万
人
を
超
え
ま
す
。。

オーストラリア

パース

▲街を一望できるキングス・パークで記念写真
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興味があれば・・・

　今年度のホームステイ事業を含め、み
やこ町役場にはこの事業に関する資料が
2か年分あります。
　来年度の事業については、平成20年
度予算計上、そして議会での承認が
必要になるので確かなことは言えま
せん。
　しかし、本事業に興味を持った人で
あればどなたでも結構です。企画調整
課までお問い合わせください。
企画調整課☎32・2511

　

8
月
18
日
か
ら
8
日
間
、
親

元
を
離
れ
、
７
千
キ
ロ
の
彼
方

で
言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
き
生
活
し

て
き
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
学
校
で
の
交
流
を
通
し
て
、

普
段
で
は
体
験
で
き
な
い
生
活

を
し
、
身
を
持
っ
て
英
会
話
や

国
際
交
流
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

受
け
入
れ
先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
や
ホ
ス
ト
ス
ク
ー
ル
で

は
、
温
か
い
歓
迎
を
受
け
、
楽

し
く
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
言
葉
の

壁
は
予
想
し
た
よ
り
も
高
か
っ

た
と
感
じ
た
研
修
生
も
い
た
よ

う
で
す
が
、
心
は
そ
の
よ
う
な

壁
を
乗
り
越
え
、
あ
っ
と
い
う

間
に
現
地
の
人
た
ち
（
特
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
先
の
バ
デ
ィ
生
徒
）

と
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
中
に

は
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
で
体
ご
と

ふ
れ
あ
う
生
徒
も
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
国
土

も
広
大
で
、
人
々
も
お
お
ら
か

で
ゆ
っ
た
り
し
た
感
じ
が
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
自
分
の
こ
と
に
は
自

分
で
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
風
潮
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
道
路
の
横
断
歩
道
で

は
、
歩
行
者
用
の
青
信
号
は
も

の
の
数
秒
で
赤
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
待
っ
た
な
し
の
き
び

し
さ
も
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
研
修
で
し
た
。

　

研
修
生
た
ち
は
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
や
失
敗
し
た
こ
と
も
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

貴
重
な
経
験
の
中
で
学
ぶ
と
こ

ろ
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
で
主
体
的

に
取
り
組
む
精
神
を
忘
れ
ず
、

今
後
の
生
活
に
生
か
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

保護者者にインタビュー
　下村風花さんの母・三千代さん

「幼稚園時から英会話を娘・風花に学
ばせていましたが、今回のホームステ
イ事業によって、一層、英語を勉強す
る意欲がでたように思えます」と語る
のは三千代さん。
　現在では、風花さんはホームステイ
先の家族とメールのやり取りをしてい
るそうです。
　「小学校低学年のときに、一度、ホ
ームステイを経験しているのですが、
そのときは、ホームシックにかかって
毎日のように電話がありました。しか
し、今回のホームステイは十分に楽し
むことができたと本人から聞いていま
す。町のこのような事業にとても感謝
しています。自分の目で違う世界を見
ることができるこのような事業は今後
も継続していただくことを願います」

ふうか

▲ホストファミリーとのお別れ
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の
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

研
修
5
日
目

　

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ク
リ
ケ
ッ

ト
と
い
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
、
映
像

を
交
え
な
が
ら
学
び
、
芝
生
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
て
、
ボ
ー
ル

を
使
っ
て
オ
ー
ジ
ー
・
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
体
験
を
し
ま
し
た
。

研
修
6
日
目

　

バ
ラ
ジ
ュ
ー
ラ
校
で
の
最
後

の
授
業
で
す
。
午
前
中
は
語
学

授
業
、
現
地
生
徒
の
教
室
に
入

っ
て
交
流
授
業
を
行
い
、
最
後

に
バ
デ
ィ
の
生
徒
と
一
緒
に
ス

ポ
ー
ツ
を
し
ま
し
た
。
バ
デ
ィ

の
生
徒
た
ち
と
の
ゲ
ー
ム
や
ス

ポ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
は
、

何
の
違
和
感
も
無
く
遊
ん
で
い

る
姿
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
式
の
時
に
は
、
研
修
生

か
ら
学
校
へ
の
お
礼
と
し
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歌
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学

校
か
ら
、
研
修
生
一
人
一
人
に

す
ば
ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂

き
ま
し
た
。

研
修
7
日
目

　

朝
、
登
校
後
、
学
校
で
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
お
別
れ
。
別

れ
る
時
に
は
、
涙
す
る
者
も
お

り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
5
日
間
で

家
族
の
一
員
と
し
て
、
と
い
う

よ
り
、
家
族
そ
の
も
の
に
な
っ

て
い
た
と
い
う
印
象
を
受
け
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
の
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
、

ス
ワ
ン
側
沿
岸
に
開
け
た
開
拓

地
時
代
の
面
影
を
残
す
フ
リ
ー

マ
ン
ト
ル
の
街
並
み
を
散
策
、

昼
食
に
名
物
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
＆

チ
ッ
プ
ス
を
食
べ
た
後
、
パ
ー

ス
空
港
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

を
後
に
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
再
び
16
時
間
の
道
の

り
を
経
て
、
み
や
こ
町
に
戻
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

▲語学授業の様子

▲オーストラリアのお菓子「ラミントン」を作りました
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「No」と言える勇気を
◇
怪
し
い
投
資
話
に
注
意
！

相
談
事
例

　

知
人
に
「
毎
年
3
％
の
利
息
が
付

く
。
3
年
す
れ
ば
資
金
は
全
額
返
還

さ
れ
る
」
と
誘
わ
れ
、
事
業
内
容
も

分
か
ら
な
い
ま
ま
投
資
し
た
。

　

配
当
金
は
約
束
ど
お
り
支
払
わ
れ

て
い
た
の
で
信
用
し
て
い
た
が
、
満

期
を
迎
え
た
の
で
業
者
に
返
還
を
求

め
た
と
こ
ろ
「
返
還
は
１
年
先
に
な

る
。
配
当
も
今
後
は
当
社
発
行
の
金

券
で
支
払
う
」
と
一
方
的
に
条
件
を

変
更
さ
れ
た
。

　

知
人
と
も
連
絡
が
と
れ
な
い
、
出

資
金
を
返
し
て
ほ
し
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

　
「
高
配
当
」「
元
本
保
証
」
な
ど
を

う
た
い
勧
誘
し
て
き
ま
す
。

　

投
資
対
象
は
健
康
食
品
の
販
売
、

通
信
関
連
の
ほ
か
経
済
発
展
が
著
し

い
新
興
国
の
有
価
証
券
・
不
動
産
な

ど
消
費
者
の
興
味
を
引
く
も
の
が
多

く
、
中
に
は
事
業
実
態
の
な
い
企
業

へ
の
投
資
や
、
架
空
の
も
う
け
話
で

あ
る
こ
と
も
。

　

世
の
中
に
「
絶
対
に
も
う
か
る
」

と
い
う
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
甘
い
言

葉
に
惑
わ
さ
れ
ず
商
品
の
内
容
や
企

業
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
、
リ
ス
ク

も
含
め
納
得
で
き
る
ま
で
十
分
に
説

明
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
少
し
で
も
不

明
・
不
安
な
点
が
あ
れ
ば
、
き
っ
ぱ

り
と
断
る
勇
気
も
必
要
で
す
。

　

今
後
、
団
塊
の
世
代
が
大
量
に
退

職
す
る
に
あ
た
り
、
退
職
金
を
金
融

商
品
で
の
運
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

投
資
の
基
本
は
「
ハ
イ
リ
ス
ク
・

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
」「
ロ
ー
リ
ス
ク・ロ
ー

リ
タ
ー
ン
」
で
「
ロ
ー
リ
ス
ク
・
ハ

イ
リ
タ
ー
ン
」
な
商
品
は
存
在
し
な

い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

◇
身
に
覚
え
の
な
い請

求
に
は
注
意
！

　

身
に
覚
え
の
な
い
文
書
や
ハ
ガ
キ

が
来
た
場
合
、
相
手
に
す
ぐ
連
絡
せ

ず
、
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

や
警
察
署
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

〜
困
っ
た
と
き
は
気
軽
に
福
岡
県
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
ま
し
ょ

う
〜

◇
多
重
債
務
に陥ら

な
い
た
め
の
心
構
え

①
自
分
の
払
え
る
限
度
を
知
っ
て
、

買
い
物
は
そ
の
範
囲
内
で
。

②
安
易
に
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
を
し
な
い
。

③
返
済
の
た
め
に
他
の
金
融
機
関
か

ら
借
り
入
れ
し
な
い
。

④
連
帯
保
証
人
を
頼
ま
れ
て
も
、
慎

重
に
対
応
す
る
。

悪
質
業
者
に
気
を
つ
け
て

　

行
橋
市
内
で
、
介
護
保
険
課
の
職

員
を
名
乗
り
、
日
中
一
人
で
い
る
高

齢
者
が
介
護
保
険
料
を
騙
し
取
ら
れ

る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

み
や
こ
町
で
も
高
齢
者
を
狙
っ
た

悪
質
な
詐
欺
行
為
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
不
審
者
な
ど
に
対
し
て
注
意
を

し
て
く
だ
さ
い
。

【
悪
質
な
詐
欺
行
為
の
主
な
手
口
】

①
見
知
ら
ぬ
業
者
が
訪
ね
て
き
て
、

床
下
換
気
扇
や
屋
根
瓦
の
無
料
点
検

を
装
い
、
工
事
が
必
要
と
迫
る
手
口
。

契
約
を
急
が
せ
る
業
者
に
は
要
注
意

で
す
。

②
日
用
品
を
無
料
で
進
呈
し
ま
す
と

会
場
ま
で
案
内
さ
れ
て
、
最
終
的
に

布
団
な
ど
高
額
な
商
品
を
契
約
さ
せ

る
手
口
。

③
自
宅
に
電
話
を
か
け
、商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
勧
誘
す
る
手
口
。

【
被
害
に
遭
わ
な
い
５
原
則
】

①
知
ら
な
い
人
を

『
家
に
あ
げ
な
い
』

②
い
ら
な
い
な
ら
、
は
っ
き
り

『
断
る
』

③
印
鑑
を

『
つ
か
な
い
。名
前
を
書
か
な
い
』

④
お
金
を
『
払
わ
な
い
』

⑤
一
人
で
決
め
ず
、
家
族
な
ど

に
『
相
談
す
る
』

お
問
い
合
わ
せ
先

○
企
画
調
整
課  

☎
３
２
・
２
５
１
１

○
介
護
福
祉
課  

☎
３
２
・
８
０
３
２

○
福
岡
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
２
・６
３
２
・０
９
９
９

被
害
に
遭
わ
れ
た
場
合

○
行
橋
警
察
署
刑
事
課

　
　
　
　
　

 　

☎
２
４
・５
１
１
０

あ
な
た
の
地
域
に
潜
む
危
な
い
商
法

福岡県消費生活センター　☎ 092・632・0999
（〒 812-0046　福岡市博多区吉塚本町 13-50）　　　
　　　　　　　　　福岡県吉塚合同庁舎内

「
い
り
ま
せ
ん
」
を
は
っ
き
り
と
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平成20年度
保育所園児の入所申請の受付開始

保育所園児の入所のご案内

受付期間　10月 1日㈪～ 31日㈬（土曜、日曜を除く）
受付場所　本庁住民課児童係・各支所の総合窓口係及び各保育所
入所基準　町内に住所を有し、保護者の就労または病気、看護などの理由で家庭保育に欠ける児童

町内の保育所（園）

公立保育所名 定員（人） 開所時間 住　所 電話番号 乳児保育
　犀川保育所 45 7時30分～18時 犀川本庄 ☎42・0092 ○
　黒田保育所 90 8時　　 ～17時30分 勝山黒田 ☎32・2176
　久保保育所 120 7時30分～19時 勝山大久保 ☎32・3003 ○
　諫山保育所 45 8時　 　～17時30分 勝山岩熊 ☎32・3189
　節丸保育所 45 7時50分～18時 節丸 ☎33・4151
　豊津保育所 90 7時50分～18時 豊津 ☎33・4150

私立保育所名 定員（人） 開所時間 住　所 電話番号 乳児保育
　城井保育園 20 7時30分～18時30分 犀川木井馬場 ☎42・0223 ○
　のぞみ保育園 60 7時　 　～19時 犀川本庄 ☎42・1212 ○
　飛龍保育園 60 7時　　 ～19時 犀川大熊 ☎42・2611 ○
　祓郷保育所 90 7時　　 ～19時 田中 ☎33・4152 ○
お問い合わせ先　住民課 児童係☎ 32・2510
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校名変われども、伝統変わらず

―母校に歩いて凱旋―
　九州大学に進学した育徳館高校生のＯＢ二人が8月23日に
箱崎キャンパスを出発し、母校まで約26時間をかけ、歩いて凱
旋をしました。この九州大学・育徳館間を歩いて帰郷する伝統
行事に挑んだのは、池田和樹さんと清水一憲さん。1976年か
ら続くこの伝統行事によって、代 、々「錦陵魂」が継承されてい
ます。今年4月に豊津高校から育徳館高校へと改名されましたが、
先輩から後輩へとこの「錦陵魂」は受け継がれていくことでしょう。

狙いを定めて！

―親子スマイルボウリング大会―
　勝山地区子ども育成会主催の「親子スマイルボウリング大会」
が９月２日、勝山体育館で開かれました。地区の子ども会から
１３チーム計８０人が参加、親子で協力して１０本のピンを倒す
技を競いました。この競技では滅多に出ないストライクも飛び
出し、会場にはピンの弾ける音と拍手と歓声が響きました。激
戦を勝ち抜いて「たちばな子ども会Ｂ」が優勝しました。

風を感じて！！

　暑い夏が終わりを告げ、海洋性
スポーツのシーズンが終了しました。
今年のシーズンは、子どもと大人を
合わせて約300人の参加者が、犀
川地区の本庄池B&G艇庫でカヌー、
ヨット、バナナボートなどを体験しま
した。
　参加者のみなさんは、初めて体験
する人がほとんどでしたが、悪戦苦
闘しながらも、楽しい思い出を作っ
ていました。　　

トビウオになれたかな！！

　7月17日～8月9日まで計8回
の水泳教室を実施し無事終了しまし
た。
　参加児童は約40人で、指導者の
注意を一生懸命聞きながら泳いでい
ました。みんなキラキラ輝いた笑顔
で修了証書を受け取っていました。

７月２２日に郡野球・ソフトボー
ル大会が行われました。
【野球の部】
優勝・・・豊友会（苅田町）
準優勝・・・ライムライト

（みやこ町勝山地区）
【ソフトボールの部】　　　
優勝・・・日産苅田（苅田町）
準優勝・・・サントゥクス

（みやこ町豊津地区）
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10みやこ話題
の

神
無
月

非行には走らせない

―夏季巡回夜警―
　勝山町商工会が平成 15年から行っている巡回
夜警事業が今年も行われました。
　この事業は夏休み期間中の青少年の非行防止、
自動販売機や車上狙いなどの犯罪を防止するた
めに行われています。今年は、8月 3 日に出発
式が行われ、8月 31 日まで計 8回にわたって、
勝山地域の夜間巡回が行われました。

今年は多めに作りました

―黒枝豆狩りまつり―
　上木井営農組合がビタミンが豊富で栄養価の
高い黒枝豆を城井小学校横の休耕田 50アールに
栽培。収穫期にあたる 8月 19日に「黒枝豆狩り
まつり」を開催しました。
　同営農組合は、崎山区や横瀬区が地域おこし
に奮闘する姿に触発され、「上木井でも何かやっ
てやろう」と平成 17年度から取り組みを始めま
した。
　後藤文博組合長は「昨年は多くのお客さんが
来場し、すぐに黒枝豆がなくなり残念な思いを
させてしまいました。今年は、そんなことのな
いように数多く栽培しました。来場したみなさ
んには楽しんでもらいたいです」と語っていま
した。

たまには親子で練習を

―少林寺拳法３道場合同練習・保護者参観日―
　８月 26日勝山体育館で少林寺拳法の参観日を
兼ねた合同練習が行われました。
これは、普段子どもたちの練習姿そして成果を
保護者のみなさんに見てもらうため企画したと
のこと。
　指導者の中村和幸さん（勝山上田）は「この
合同練習をとおして、保護者そして子どもたち
の中で、仲間意識が生まれればと願っています」
と語っていました。
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体操、教室及び保健事業については以下までお問い合わせください

健診・教室などのご案内 ゆ い の 郷　　　　　 ☎３２・６０２０
健康づくり課（勝山）☎３２・２７２５  10月

コツ骨貯筋体操 ＢＣＧ予防接種 （要予約）

持参品 運動できる服装で、タオル、上履き、飲み物 日　程 17日㈬
時　間 9時30分～10時30分（受け付けは9時～） 時　間 受け付けは13時30分～14時

場　所 日　程 場　所 ゆいの郷（勝山）
勝　山 勝山体育館 2・9・16・23・30日㈫ 対象児 生後３～６月未満児

犀　川
犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 4・18日㈭ 持参品 母子健康手帳
城井出張所 11日㈭
伊良原出張所 25日㈭ ポリオ予防接種 （要予約）

豊　津 すどりの里 5・12・19・26日㈮
日　程 30日㈫

若返りパワーアップ教室 時　間 受け付けは13時30分～14時
場　所 すどりの里（豊津）

持参品 運動できる服装で、タオル、上履き、飲み物 対象児 生後３か月～7歳６か月未満児
時　間 9時30分～10時30分（受け付けは9時～） 持参品 母子健康手帳

場　所 日　程
勝　山 ｻﾝ・ｸﾞﾚｰﾄみやこ 3日㈬ 乳児健診

ゆいの郷 10・17・24日㈬

犀　川 犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 2・16・23日㈫ 時　間 受け付けは13時30分～14時
城井出張所 9日㈫ 対象児 生後4・7・12か月児

（対象者には個別通知します）
時　間 13時30分～14時30分（受け付けは13時～） 場　所 日　程

場　所 日　程 すどりの里（豊津） 16日㈫
豊　津 すどりの里 4・11・18・25日㈭ ゆいの郷（勝山） 18日㈭

犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 19日㈮
こころの健康相談 （要予約）

ひまわり教室 （要予約）
日　程 11日㈭
時　間 13時30分～予約制（個別相談） 日　程 3・24・31日㈬9日㈫
場　所 犀川保健相談センター 時　間 予約制（1人1時間程度）
内　容 不安や眠れないなど、こころの病気に関する 場　所 すどりの里（豊津）

相談に専門の医師がアドバイスいたします。 内　容 乳幼児の言葉や発達面での相談など
対象者 町内の乳幼児とその保護者

そらまめ教室 （要予約）

対象者 妊娠中、子育て中や子育てに関心のある人
日時・場所 内　容

5日㈮10時～13時
ｻﾝ・ｸﾞﾚｰﾄみやこ（勝山）

調理実習をしながら、親 から
子へ伝えたい「食」に関する情
報が盛りだくさんの教室です。

12日㈮10時～12時
ゆいの郷（勝山）

歯科衛生士が元気な歯を作る
コツをお伝えします。※予約が必要な事業は、健康づくり課までご連絡く

ださい。
お知らせ 23日㈫10時～12時

ゆいの郷（勝山）
助産師による、子育てがスム
ーズにいく おっぱいに関する
知られざる「技」を伝授します。

10月から健康づくり課窓口は「ゆいの郷」（勝
山）のみになります

参加費 無料
持参品 調理実習のときはエプロン

『高齢者インフルエンザ予防接種』が始ま
ります。
高齢者（65歳以上）を対象とした「高齢者イン
フルエンザ予防接種」 公費負担）が今年度も
11月1日（木）から 始まります。 詳しくは、広報
11月号の折り込み チラシをご覧ください。
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太
る

な　

ぜ

食
と
体
重
の
ビ
ミ
ョ
ウ
な
疑
問

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
基
本
は
「
食
べ
る
量
と
消
費
す
る
量
と
の
バ
ラ
ン
ス
」。

コ
レ
に
つ
き
ま
す
！
今
回
は
そ
ん
な
「
食
べ
方
」
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
！

疑
問
そ
の
１　

食
事
回
数
を
増
や
す
と
太
り
に
く
い
？

　　

一
日
３
食
を
２
食
に
し
た
ら
太

る
か
、
あ
る
い
は
、
食
事
の
回
数

を
増
や
し
た
ら
や
せ
る
の
か
。
よ

く
あ
る
質
問
で
す
が
、
答
え
は
ノ

ー
で
す
。

　

食
事
の
回
数
が
増
え
れ
ば
、
次

第
に
カ
ロ
リ
ー
が
増
え
る
た
め
太

る
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

食
事
の
回
数
が
少
な
い
と
「
こ

の
次
は
い
つ
食
べ
ら
れ
る
か
分
か

ら
な
い
。
と
に
か
く
脂
肪
に
し
て

蓄
え
よ
う
」
と
、
食
間
の
飢
餓
感

は
脂
肪
の
合
成
を
盛
ん
に
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
も
し
食
べ
る
量

の
合
計
が
一
緒
な
ら
ば
、
食
事
回

数
を
増
や
し
た
方
が
太
り
に
く
い

と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
食
事
の
た
び
に
消
化

吸
収
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

や
自
律
神
経
系
の
興
奮
な
ど
が
起

こ
り
、
そ
れ
だ
け
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
す
。

疑
問
そ
の
２

朝
食
を
抜
い
た
ら
太
る
？

　

ズ
バ
リ
、
回
数
よ
り
も
食
べ

る
総
量
が
重
要
で
す
。
一
日
に

食
べ
る
総
量
が
確
実
に
減
る
な

ら
ば
、
食
事
抜
き
で
や
せ
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
太
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

食
事
を
抜
い
て
太
っ
た
と
い

う
人
の
多
く
は
、
空
腹
を
し
の

ぐ
た
め
に
食
べ
た
間
食
の
カ
ロ

リ
ー
が
意
外
に
大
き
い
こ
と
に

気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。

　

朝
や
昼
に
ち
ゃ
ん
と
し
た
食

事
を
し
て
い
な
い
だ
け
で
、
お

菓
子
の
よ
う
な
も
の
を
ち
び
ち

び
と
つ
ま
ん
で
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
は
無
視
で
き
な
い
カ
ロ

リ
ー
で
す
。
一
食
抜
い
て
い
る

か
ら
大
丈
夫
と
い
う
安
心
感
も

災
い
し
、
ま
た
次
の
日
に
食
べ

過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
よ

う
で
す
。

　

食
欲
は
執
念
深
く
あ
な
た
の

心
の
す
き
間
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

お
な
か
が
減
っ
て
い
る
と
き
び

き
び
動
く
気
が
し
な
く
な
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
減
っ
て

き
ま
す
。
人
間
の
体
は
生
き
る

た
め
に
一
生
懸
命
で
す
。
カ
ロ

リ
ー
摂
取
が
少
な
い
日
は
無
意

識
に
運
動
を
減
ら
す
よ
う
仕
向

け
て
い
ま
す
。

　

食
事
抜
き
は
本
人
が
苦
し
い

わ
り
に
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

結
局
、
食
事
は
一
日
３
回
に
分

け
て
食
べ
る
の
が
無
難
な
よ
う

で
す
。

疑
問
そ
の
３

ア
ル
コ
ー
ル
は
太
り
や
す
い
？

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
カ
ロ
リ
ー
は
、

科
学
的
に
は
１
ｇ
あ
た
り
7.1
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
で
す
。

　

し
か
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
代

謝
は
複
雑
な
た
め
、
同
カ
ロ
リ

ー
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
ア
ル
コ

ー
ル
を
取
っ
た
実
験
で
は
、
ア

ル
コ
ー
ル
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ほ

ど
太
ら
な
い
結
果
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
お
酒
と
一
緒
に
取

る
つ
ま
み
は
カ
ロ
リ
ー
オ
ー
バ

ー
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ロ
ン

グ
缶
ビ
ー
ル
１
本
、
枝
豆
を
つ

ま
み
に
飲
み
干
す
の
は
至
福
の

時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
カ
ロ

リ
ー
は
ご
は
ん
２
杯
分
に
達
し

ま
す
。
そ
の
後
、
普
通
に
食
事

を
し
た
ら
確
実
に
カ
ロ
リ
ー
は

取
り
過
ぎ
で
す
。　
　
　

　

し
か
も
ア
ル
コ
ー
ル
は
血
液

中
の
糖
分
を
脂
肪
に
変
え
る
方

向
に
向
か
わ
せ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
飲
み
終
え
た
頃
に
、
脳
は

糖
が
足
り
な
い
こ
と
を
知
り
、

急
に
糖
分
を
欲
し
が
り
ま
す
。

ラ
ー
メ
ン
や
お
茶
漬
け
、
ア
イ

ス
や
ス
イ
ー
ツ
。

　

い
ず
れ
も
お
酒
の
後
で
食
べ

た
く
な
る
糖
分
が
多
い
食
べ
物

で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
で
し
び
れ

た
脳
は
カ
ロ
リ
ー
計
算
な
ど
し

ま
せ
ん
。
気
分
も
大
胆
に
な
っ

て
、
貪
欲
に
糖
を
欲
し
が
り
ま

　
　
保

健師
がお答えします

す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
カ
ロ
リ
ー
自

体
よ
り
、
酔
い
で
大
胆
に
な
っ

た
あ
な
た
の
食
欲
が
む
し
ろ
要

注
意
な
の
で
す
。

要
は
、

活
発
に
動
き
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
専
念
す

る
！
こ
と
で
す
。



広報みやこ10月号P23

犬のしつけ方教室

日時　（講義１日、実技３日の４日間のコースです）
講義（レッスン１）１１月６日㈫ 13時30分～16時
※講義には犬の同伴参加はできません。
実技１日目(レッスン２)11月13日㈫14時～15時30分
実技２日目(レッスン３)11月20日㈫14時～15時30分
実技３日目(レッスン４)11月27日㈫14時～15時30分
　なお、レッスン２以降は予定月日であり、講師の都合
によって変更する場合があります。
場所　
レッスン１　京築保健福祉環境事務所

（行橋市中央１丁目２－１）
レッスン２～４　スパーク築城　

築上町大字築城999（築上町役場築城支所隣）
対象者と募集人数
①定員30人、うちレッスン２～４での犬同伴参加者は
10人、他20人は見学となります。
②犬の飼育の有無にかかわらず、どなたでも受講できま
す。ただし、レッスン２～４はレッスン１の受講者に限り
ます（レッスン２～４のみの受講はできません）。
主な内容
レッスン１

講義編　飼い主のためのレッスン
レッスン２～４

実技編　飼い主と犬のためのレッスン
注意事項　
①講義及び見学の場合は犬の同伴はできません。
②参加する犬は、狂犬病予防注射接種及び混合ワ
クチンを接種している健康な犬に限ります。なお、
狂犬病予防注射済票を首輪に装着していること。
③事前に「飼い犬のプロフィール表」の提出をお
願いします。
申込み受付期間　10月 15日㈪９時から受付開始
10月 19日㈮ 17 時受付終了
ただし、定員になり次第、締め切ります。なお、
犬同伴希望者が 10人を超えた場合は抽選によって
決定します。
お申し込み先　　
京築保健福祉環境事務所衛生課☎ 23・2245

犬の飼い方とマナーについて

　町に寄せられるたくさんの苦情や問い合わせの中
で、特に、犬に関するものがとても増えています。こ
れらの苦情は、どうして発生するのでしょうか？お
そらく、いずれの苦情も飼い主のみなさんの中でルー
ルを守らない人がいるからではないでしょうか。一度、
飼い主のみなさんは人とペットが上手に共存できる
社会について考えてみてください。ペットと一緒に生
活している人とそのペットだけが楽しく生活してい
くことがよい共存なのでしょうか？
　犬の放し飼いで怒っている人、フンの放置で困って
いる人、臭いや鳴き声で悩まされている人がいます。
生活に潤いを与えるはずのペットが原因でご近所と
のトラブルを引き起こさないためにも、飼い主のみな
さんがルールを守って暮らすことが人とペットとの
よい共存ではないでしょうか。
★犬のフンの始末は飼い主の責任
　公園・道路などの公共の場所や他人の土地・建物な
どに、犬のフンを放置することは深刻な迷惑行為です。
犬を散歩に連れて行くときはスコップやビニ－ル袋
などを持参し、フンをそのまま放置したり埋めたりし
ないで、必ず自宅に持ち帰り処分してください。
★犬の放し飼いはとても危険
　犬の放し飼いは、人の生命に関わる大きな問題です。
犬を家の敷地外に放したり、夜だからといって引き綱を
はずして公園などで走らせたりする行為はとても危険で
す。人に危害を与えないよう、必ず鎖などでつなぐか、
柵やおりの中で飼ってください。
★不幸な犬は作らない
生まれた子犬や子猫を飼えない場合は、去勢手術、避
妊手術を実施するよう努めましょう。

ボクが悪いわけじゃ
ないんです。
飼い主のみなさん、
マナーを守ってください



P22広報みやこ10月号

法
律
の
日
週
間
無
料
法
律
相
談

の
お
知
ら
せ

　

福
岡
県
弁
護
士
会
で
は
、
次

の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
相

談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
前
に
電
話
予
約
を
10

月
１
日
㈪
９
時
か
ら
行
い
、
定

員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
い

た
し
ま
す
。

日
時　

10
月
11
日
㈭

【
午
前
の
部
】　　

9
時
30
分
〜
12
時
30
分

【
午
後
の
部
】
13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

北
九
州
弁
護
士
会
館

（
北
九
州
市
小
倉
北
区
金
田

１
・４
・２
裁
判
所
構
内
）

受
け
付
け　

電
話
予
約
制
・
定

員
90
人
程
度

北
九
州
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
に

て
10
月
1
日
㈪
９
時
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

☎
０
９
３
・５
６
１
・０
３
６
０

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
け
付

け
は
終
了
い
た
し
ま
す
。

あなたの悩み、
みんなで解決

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
福

岡
地
方
事
務
所
主
催
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

　

な
お
、
無
料
相
談
対
象
者
は
、

申
込
者
が
日
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー
で
定
め
る
資
力
基
準
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な

り
ま
す
。
事
前
の
電
話
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
時

　

10
月
22
日
㈪
13
時
〜
16
時

＊
相
談
時
間
は
１
人
30
分
程
度

で
原
則
予
約
制
。

場
所　みや

こ
町
役
場
３
階
大
会
議
室

相
談
内
容　

民
事
・
家
事
・
行

政
に
関
す
る
法
律
相
談

予
約
先　

日
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー
福
岡
地
方
事
務
所
北
九
州

支
部
（
法
テ
ラ
ス
北
九
州
）
民

事
法
律
扶
助
係
（
北
九
州
市
小
倉

北
区
魚
町
１
・
４
・
21
魚
町
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
５
階)

☎
０
５
０・３
３
８
３・５
５
０
６

fax
０
９
３
・５
１
１
・１
５
７
１

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
け
付

け
は
終
了
い
た
し
ま
す
。

一
日
合
同
行
政
相
談
所

（
く
ら
し
・
行
政
な
ん
で
も
相
談
）

　

総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価

局
で
は
、
秋
の
行
政
相
談
週
間

（
10
月
15
日
㈪
〜
21
日
㈰
の
行
事

と
し
て
、
一
日
合
同
行
政
相
談

所
（
く
ら
し
・
行
政
な
ん
で
も

相
談
）
を
開
設
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

日
時　10月

4
日
㈭
10
時
30
分
〜
16
時

場
所　

小
倉
井
筒
屋
新
館
９
階

パ
ス
テ
ル
ホ
ー
ル
（
北
九
州
市

小
倉
北
区
船
場
町
１
番
１
号
）

 

一
日
所
長

キ
ャ
ス
タ
ー
秋
永
亜
伊
子
さ
ん

（
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
コ
ム
北
九
州
）

主
な
相
談
内
容

①
登
記
・
人
権

②
税
金
（
所
得
税
、
相
談
税
な
ど
）

③
年
金
・
保
険
（
国
民
年
金
、
厚
生

年
金
、
健
康
保
険
な
ど
）

④
道
路
（
国
道
、
県
道
、
市
町
村
道

の
維
持
管
理
な
ど
）

⑤
消
費
者
問
題
（
訪
問
販
売
、
通
信

販
売
な
ど
）

⑥
宅
地
・
建
物
（
土
地
、
建
物
の
売

買
及
び
調
査
測
量
な
ど
）

⑦
法
律
相
談
（
金
銭
貸
借
、
相
続
、

遺
言
、
土
地
境
界
な
ど
）

⑧
そ
の
他
（
外
国
人
の
出
入
国
手
続

き
、
個
人
輸
入
な
ど
税
関
手
続
き
、

運
輸
、
県
政
、
市
政
、
福
祉
、
環
境

衛
生
な
ど
）

参
加
機
関　

福
岡
法
務
局
、
門

司
税
関
、
福
岡
国
税
局
、
福
岡

社
会
保
険
事
務
局
、
九
州
地
方

整
備
局
、
九
州
運
輸
局
、
九
州

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
福
岡
県
、

福
岡
県
警
察
本
部
、
北
九
州
市
、

福
岡
県
弁
護
士
会
、
九
州
北
部

税
理
士
会
、
福
岡
県
司
法
書
士

会
、
福
岡
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
、
福
岡
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
、
全
国
消
費
生
活
相
談
員

協
会
九
州
支
部
、
行
政
相
談
委

員
、
九
州
管
区
行
政
評
価
局
（
計

18
機
関
・
団
体
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局

行
政
相
談
課
（
福
岡
市
博
多
区
博

多
駅
東
２
・
11
・
１　

福
岡
合
同
庁

舎
本
館
８
階
）

☎
０
９
２
・４
３
１
・７
０
８
１
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平成 20 年４月から資源ごみ分別収集の町内
全域一斉開始に伴う
今後のごみ袋などの取り扱いについて

平成20年４月から勝山及び豊津地域でも、資源ごみの分別収集が始ま
ります。
　毎月１回、決められた日曜日に区で決めた分別会場でみなさんに、
資源ごみを出していただくことになります。
ごみの出し方の変更によって、ごみ袋の取り扱いが次のように変わり
ます。
（全地域共通）
①旧町の名前入り全ての指定ごみ袋及び粗大ごみシールは平成 20年
４月から使用できませんので、３月末までに使い切ってください。新
しい袋との交換はできません。
（豊津・勝山地域の住民のみ）
②みやこ町と印刷されている（空かん・金属類、ガラス・びん類、ペッ
トボトル、）の指定ごみ袋については「燃えるごみ用の袋」または「プ
ラスチック製容器包装物用の袋」と交換いたします。　
※交換場所、日時などについては後日お知らせいたします（平成２０
年４月以降）。
※平成20年４月から、ごみの出し方が大きく変わり、資源ごみについ
ては分別排出会場において袋から資源ごみを取り出して直接、資源ご
みのみをコンテナなどに入れてもらうこととなります。
　そのため、家庭から分別排出会場まで持ち運ぶ時に使用する袋とし
て、今後使用できなくなるごみ袋（空かん・金属類、ガラス・びん類、
ペットボトルなどのごみ袋）が大変、役に立ちますのでご利用してく
ださい。

旧町の名前入り全て
の指定ごみ袋及び粗
大ごみシールは平成
20 年４月から使用で
きません。

みやこ町と印刷されている（空かん・金属
類、ガラス・びん類、ペットボトル、）の
指定ごみ袋については「燃えるごみ用の袋」
または「プラスチック製容器包装物用の袋」
と交換いたします。

広報みやこ10月号
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10月は「食生活改善普及月間」です
～あなたの腹囲（おなか）は大丈夫？～

統一標語「今のうち　予防が大事　メタボ退治！」
～食事バランスガイドを活用し、メタボリックシンドロームを予防しましょう～

「食事バランスガイド」は、食事の望ましい組み合わせとおおよその量をイラストで示したものです。
①日本で古くから親しまれている「コマ」をイメージして描き、食事のバランスが悪くなると倒れてしまうということ、回転（運動）
することによって初めて安定するということを表しています。水・お茶といった水分を軸として、食事の中で欠かせない存在であ
ることも強調しています。
②コマの中では、1日分の料理・食品の例を示しています。これは、ほとんど１日座って仕事をしている運動習慣のな
い男性にとっての適量を示しています（このイラストの料理例を合わせると、おおよそ2200kcal）。
まずは、自分の食事の内容とコマの中の料理を見くらべてみてください。
③コマの中のイラストは、あくまで一例です。実際にとっている料理の数を数える場合には、右上の『料理例』を参考
に、いくつ（SV）とっているかを確かめることによって、１日に取る目安の数値と比べることができます。
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こんにちは、食進会です

レ シ ピッ！

　今年の夏の暑さは異常で、「食」が進まなかった
という人も大勢いらっしゃったのではないでしょ
うか。
　いよいよ秋本番。季候もよくなり、食欲も旺盛
になって、ついつい秋の夜長で夜食を・・という
人もいらっしゃることと思います。毎日おやすみ
の前に１日の食事を振り返ってみてください。「偏
った食事ばかりだった」とか「食べ過ぎた」とか
思い当たることはないでしょうか。「バランスのよ
い食事をしなくてはいけない」ということはわか
っていても、実行することはなかなか難しいこと
です。
　最近、テレビや新聞などで目にされたこともあ
ると思いますが、「食事バランスガイド」（P24 参
照）というものを参考にされてはいかがでしょう
か。「食事バランスガイド」は、１日に必要な食事
の目安をコマの形で表し、食事のバランスがいい
とコマがよく回るようになっています。
　一度、自分の食事を「食事バランスガイド」に
あてはめてみてください。これからの食生活にき
っと役立つことと思います。　　　　　

今月の一品
お勧めレシピ

　秋なすのおいしい季節です。　　　　　　　　　
簡単にできる 1品です。ぜひお試しください！

なすのそぼろ煮　（材料 4人分）
なす　　　　　2本
玉ねぎ　　　1/2個
ピーマン　　　2個
鶏ミンチ（ささ身）100ｇ
片栗粉　　　　小さじ１
しょうゆ　      大さじ 2
みりん　　      大さじ 1
酒　　　　　   大さじ 1
水　　　　　   大さじ 1～

　　　　　　　　　　　　（一人分栄養価）
ｴﾈﾙｷﾞｰ 脂質 ｶﾙｼｳﾑ 鉄分 塩分
87kcal 0.2g 26mg 0.6mg 1.2g

①なすは縦４つ切りにして食べやすい大きさに切る。
②ピーマンは２～３ｃｍ角に切る。
③玉ねぎはくし型に切る。ミンチに片栗粉をまぶす。
④鍋に玉ねぎ・なす・ミンチを重ねて入れ、「ア」を上から全
体にかけるようにして弱めの中火にかける。煮立てばピーマン
も入れ　ひと混ぜして火を止める

ア

一
人
一
人
が
主
役
で
す

　

少
人
数
な
の
で
す
ぐ
出
か
け

て
い
き
直
接
体
験
で
き
る
と
い

う
の
が
本
校
の
特
色
で
す
。　

　

田
植
え
、
稲
刈
り
、
麦
ま
き
、

麦
刈
り
、
収
穫
し
た
小
麦
粉
か

ら
う
ど
ん
作
り
、
高
屋
川
で
の

釣
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

的
な
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
ず
つ
個
人
カ
ル

テ
を
作
り
子
ど
も
の
実
態
に
合

わ
せ
た
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
授
業
も
盛

ん
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
調

べ
た
り
ま
と
め
た
り
す
る
の
が

上
手
に
で
き
ま
す
。

全
校
で
活
動
す
る
こ
と
も
特
色

で
す
。
全
校
音
楽
、
英
語
活
動
、

全
校
遊
び
。

と
に
か
く
出
番
が
多
い
の
で
す
。

本
校
は
、｢

小
規
模
特
認
校｣

　

教
育
の
柱
は
、「
豊
か
な
心
を

持
ち
、
自
分
の
力
を
最
大
限
に

発
揮
で
き
る
児
童
の
育
成
」
で

す
。

　

子
ど
も
に
自
信
と
や
る
気
を

持
た
せ
る
こ
と
、
社
会
性
や
表

現
力
、
自
主
性
を
育
て
る
こ
と

を
重
点
課
題
と
し
て
教
育
活
動

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

伝
統
や
特
色
を
生
か
し
た
小

規
模
校
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
、
通
学
区
域
外
の
児

童
の
就
学
を
認
め
る
学
校
「
小

規
模
特
認
校
」
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
三
世
帯
四
人
の
子
ど
も

達
が
校
区
外
か
ら
通
学
し
て
き

て
い
ま
す
。
ど
の
子
も
「
上
高

屋
大
好
き
」「
学
校
は
楽
し
い
」

と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。
ど
う
ぞ

上
高
屋
小
学
校
へ
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。
大
歓
迎
で
す
。

上高屋小学校はこんな学校です
かんがえ学び／みんなで遊ぶ／たいけんいっぱい／かがや
きいっぱい／やる気満 上々高屋小　
　校長 　田中弥生
　児童数 　9人
　教職員数 　８人（町職員を含む）
　所在地 　〒824-0202

　みやこ町犀川上高屋1706
　TEL&FAX 　42・0049＆42・3263　
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【学校紹介】みやこ町立上高屋小学校 傑
作
選

み
や
こ
の
文
壇

犀
川
畦
道
俳
句
会

切
り
通
し
越
え
て
日
暮
れ
や
合
歓
の
花

牧
野
八
寿
子

梅
雨
籠
り
繰
り
返
し
聴
く
千
の
風

蔵
田　

園
子

亡
き
母
へ
好
み
の
黍
を
供
え
け
り

棚
田　

和
代

と
よ
つ
俳
句
会

親
に
似
て
男
の
子
無
口
茗
荷
汁

樋
口　

幸
子

鈴
虫
と
国
府
の
隅
に
暮
ら
し
け
り

越
﨑　

泉

雷
光
の
寸
断
に
現
れ
夜
陰
の
樹

岩
井
小
夜
子

豊
津
短
歌
会　

詠
題　
「
自
由
」

遠
雷
に
犬
は
鎖
の
音
を
ひ
き
て

眠
り
の
場
所
を
選
び
て
い
る
ら
し

熊
谷
千
枝
子

く
ち
な
し
の
甘
き
香
り
の
匂
う
庭

朝
の
草
取
り
漸
く
終
え
ぬ

福
川　

梅
香

し
た
た
か
に
降
り
た
る
雨
を
境
と
し

根
付
き
し
早
苗
青
さ
を
増
し
ぬ

松
尾　

佳
子

向
日
葵
の
飾
り
を
つ
け
た
る
帽
子
の
子

顔
は
な
や
ぎ
て
小
走
り
に
来
る

横
山　

捷
子

勝
山
シ
ル
バ
ー
句
会

風
入
れ
形
見
の
着
物
捨
て
が
た
し

徳
永　

高
男

小
裾
や
す
や
す
の
波
に
月
の
翳

細
井　

肇
子

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
所
を
得
た
り
渋
う
ち
わ
筧　
　

留
男

九
人
の
子
ど
も
の
学
校

　

本
校
は
、
み
や
こ
町
犀
川
の

東
部
に
位
置
し
、
旧
犀
川
町
の

中
心
か
ら
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
離
れ
た
距
離
に
あ
り
ま
す
。

　

南
に
蔵
持
山
、
東
西
に
帝
釈

天
が
そ
び
え
、
そ
の
山
間
に
上

高
屋
平
野
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

平
野
の
中
心
に
は
、
高
屋
川
が

流
れ
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
純
農

村
地
で
す
。

　

学
校
の
周
囲
も
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
、
植
物
・
生
物
・
環

境
な
ど
の
学
習
材
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

学
級
は
三
学
級
で
、
二
年
生

一
学
級
、
三・
四
年
生
と
五・
六

年
生
が
複
式
学
級
で
一
つ
の
教

室
で
一
緒
に
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
子

ど
も
た
ち
は
安
定
し
た
学
校
生

活
を
送
り
、
礼
儀
正
し
く
仲
良

し
で
す
。

地
域
が
先
生
で
す

　

百
三
十
余
年
の
歴
史
と
伝
統

を
も
つ
本
校
は
、
ご
存
じ
の
通

り
、
数
多
く
の
優
秀
な
人
材
を

輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
地
域

の
歴
史
と
伝
統
を
生
か
し
た
教

育
が
推
進
さ
れ
、
学
校
と
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
は
協
力
的

で
、
学
校
の
二
大
行
事
で
あ
る

「
運
動
会｣

と｢

学
習
発
表
会｣

へ
は
地
域
を
あ
げ
て
の
参
加
が

み
ら
れ
ま
す
。

　

｢

学
校
の
た
め
な
ら
ば･

子
ど

も
た
ち
の
た
め
な
ら
ば
」
と
地

域
の
み
な
さ
ん
の
温
か
さ
に
包

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

伝
統
文
化
で
あ
る
神
楽
舞
も

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
位

置
づ
け
ら
れ
、
地
域
の
神
楽
保

存
会
の
み
な
さ
ん
の
指
導
に
よ

っ
て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
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み
や
こ
町
の
電
話
帳

総務課・議会事務局・企画調整課
財政課・人権男女共同参画課

→☎ 32-2511
住宅管理課 →☎ 32-2512
税務課・徴収対策課 →☎ 32-2515
住民課 →☎ 32-2510
介護福祉課 →☎ 32-8032
会計課 →☎ 32-2517
建設課 →☎ 42-0153
伊良原ダム対策 →☎ 42-0152
農政課・農業委員会 →☎ 42-0151
犀川支所総合窓口課 →☎ 42-0001
上下水道課 →☎ 33-3113
教務課・生涯学習課 →☎ 33-3112
豊津支所総合窓口課 →☎ 33-3111
サン・グレートみやこ →☎ 32-5540
ゆいの郷・健康づくり課 →☎ 32-6020
伊良原出張所 →☎ 43-5111
城井出張所 →☎ 42-0121
すどりの里 →☎ 33-5550
いこいの里 →☎ 42-1000
歴史民俗博物館 →☎ 33-4666

選
ば
れ
た
ら
ご
協
力
を

  
■
小
倉
検
察
審
査
会
事
務
局
■

検
察
審
査
会
は
、
犯
罪
の
被

害
者
や
犯
罪
を
告
訴
・
告
発
し

た
人
か
ら
検
察
官
の
不
起
訴
処

分
を
不
服
と
し
て
申
し
立
て
が

あ
っ
た
と
き
に
審
査
を
始
め
ま
す
。

　

審
査
を
担
当
す
る
の
は
、
選

挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら

「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検

察
審
査
員
で
す
。

　

検
察
審
査
員
は
、
国
民
を
代

表
し
て
審
査
の
申
し
立
て
が
あ

っ
た
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
の

当
否
を
審
査
し
ま
す
。

　

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と

き
に
は
国
民
の
代
表
と
し
て
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
地
方
裁
判
所
小
倉
支
部
内

小
倉
検
察
審
査
会
事
務
局
（
北
九

州
市
小
倉
北
区
金
田
１
・４
・１
）

☎
０
９
３
・５
６
１
・３
４
３
１

養
護
学
校
体
験
教
室

■
築
城
養
護
学
校
■

対
象
者　

知
的
障
害
が
あ
り
、

平
成
20
年
度
に
小
学
校
ま
た
は

中
学
校
に
修
学
予
定
の
児
童
及

び
そ
の
保
護
者

開
催
日　11月

5
㈪
・
7
㈬
・
9
日
㈮

時
間
は
い
ず
れ
も
9
時
〜
12
時

（
都
合
の
良
い
日
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
）

内
容　

【
児
童
】　

教
室
で
の
学
習
体
験

【
保
護
者
】　

校
内
参
観
、
授
業

参
観
な
ど

参
加
費　

無
料

お
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
築
城
養
護
学
校

☎
５
２
・３
１
２
１

対
象
児
童
以
外
で
、
本
校
の
体

験
学
習
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者

の
み
な
さ
ん
は
、
先
の
電
話
番

号
ま
で
お
か
け
く
だ
さ
い
。

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

総
合
案
内

■
総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局
■

　　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

案
内
所
で
は
、
国
の
行
政
機
関
・

独
立
行
政
法
人
・
特
殊
法
人
の

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制

度
に
つ
い
て
、
制
度
の
仕
組
み

や
開
示
請
求
手
続
き
、
請
求
窓

口
な
ど
の
ご
相
談
や
お
問
い
合

わ
せ
に
対
し
、
ご
案
内
や
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

所
在
地　

福
岡
合
同
庁
舎
（
本

館
）
八
階
（
福
岡
市
博
多
区
博
多

駅
東
二
丁
目
十
一
番
一
号
）

開
設
時
間　

9
時
〜
17
時（
土
日
祭
日
を
除
く
）

お
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
２
・４
３
１
・７
０
８
３

年
末
調
整
説
明
会■

行
橋
税
務
署
■

事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

「
平
成
19
年
分
給
与
所
得
の
年
末

調
整
説
明
会
」
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
15
日
㈭
14
時
〜
16　

会
場　

行
橋
市
民
会
館

（
JR
行
橋
駅
徒
歩
10
分
）

（
注
）

○
対
象
者
は
、
法
人
・
個
人
を

問
い
ま
せ
ん
。

〇
会
場
の
都
合
に
よ
っ
て
駐
車

場
は
確
保
し
て
い
ま
せ
ん
。

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。　
　
　

 

ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

　

事
前
に
送
付
し
て
い
ま
す
「
年

末
調
整
関
係
書
類
」
の
う
ち
、

次
の
書
類
。

①
平
成
19
年
分
年
末
調
整
の
し

か
た

②
平
成
19
年
分
給
与
所
得
の
源

泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の
作

成
と
提
出
の
手
引

お
問
い
合
わ
せ
先

　

行
橋
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
２
３
・０
５
５
９

補
聴
器
相
談
（
10
月
）

相
談
日

2
日
・
9
日
・
16
日
・
23
日
㈫（
勝

山
地
区
の
み
2
日
の
相
談
日
は

あ
り
ま
せ
ん
）

【
勝
山
地
区
】　

場
所　

ゆ
い
の
郷
（
娯
楽
室
）

時
間　

13
時
〜
14
時

【
豊
津
地
区
】　　
　

場
所　

役
場
豊
津
支
所　
　

  

時
間　

11
時
〜
12
時

【
犀
川
地
区
】　　
　

場
所　

役
場
犀
川
支
所

時
間　

9
時
〜
10
時

行
政
相
談
（
10
月
）

【
勝
山
地
区
】

日
時　

15
日
㈪
13
時
〜
15
時

場
所　

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ

【
豊
津
地
区
】

日
時　

18
日
㈭
13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

豊
津
隣
保
館 

【
犀
川
地
区
】

日
時   19

日
㈮
13
時
30
分
〜
16
時

場
所  

本
庄
地
区
学
習
等
供
用

施
設
（
文
化
会
館
）



P28広報みやこ10月号

みやこ町総合観光案内所
☎ 33-5771

陶芸作品展
10月3日～14日 陶芸同好会

南画展
10月17日～28日 亀田弘子さん

盆栽展
　  10月30日～11月4日

文化協会/樹芸組会

ギャラリー案内対
象
者　

京
築
地
域
に
居
住
も

し
く
は
通
勤
・
通
学
者
で
デ
ジ

カ
メ
・
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
な
ど
の

操
作
経
験
者

受
講
料　

無
料

締
め
切
り　

10
月
22
日
㈪
（
申

し
込
み
が
多
い
場
合
、
抽
選
に

な
り
ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
調
整
課

パ
ソ
コ
ン
講
座
開
講 

■
生
涯
学
習
課
■

 
 

 

場
所　本

庄
地
区
学
習
等
供
用
施
設

（
み
や
こ
町
役
場
犀
川
支
所
隣
）

定
員　

各
コ
ー
ス
と
も
13
人

受
講
料 

無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
が
千
円
程
度
必
要
で
す
。

【
初
心
者
コ
ー
ス
】 

午
後
の
部
（
13
時
〜
16
時
）

11
月
6
㈫
・
7
㈬
・
8
日
㈭

夜
間
の
部（
18
時
30
分
〜
21
時
30
分
）

11
月
27
㈫
・
28
㈬
・
29
日
㈭

【
ワ
ー
ド
コ
ー
ス
】 

午
後
の
部
（
13
時
〜
16
時
） 

11
月
13
㈫
・
14
㈬
・
15
日
㈭ 

夜
間
の
部（
18
時
30
分
〜
21
時
30
分
）

12
月
4
㈫
・
5
㈬
・
6
日
㈭

【
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
】

午
後
の
部
（
13
時
〜
16
時
） 

11
月
20
㈫
・
21
㈬
・
22
日
㈭

夜
間
の
部（
18
時
30
分
〜
21
時
30
分
）

12
月
11
㈫
・
12
㈬
・
13
日
㈭

【
年
賀
状
作
り
コ
ー
ス
】 

土
日
の
部
（
9
時
〜
16
時
） 

12
月
1
㈯･

2
日
㈰ 

【
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
入
門
】

土
日
の
部
（
9
時
〜
16
時
） 

12
月
15
㈯
・
16
日
㈰

○
日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
お
申
込
み
の
際
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

○
今
年
度
豊
津
地
区
で
同
種
の

講
座
受
講
者
は
、
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。 

 
 

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
犀
川
教
育
係

☎
４
２
・
１
３
６
５

女
性
学
級・高
齢
者
学
級
（
10
月
）

■
生
涯
学
習
課
■

【
犀
川
女
性
学
級
】

場
所　

中
央
公
民
館

日
時　

10
日
㈬

10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

身
近
に
見
ら
れ
る
生
き
物

【
豊
津
女
性
学
級
】

場
所　
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館

日
時　

11
日
㈭

10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

企
画
展
「
向
井
澄
男
写

真
展
」
な
ど
見
学

【
勝
山
女
性
学
級
】

場
所　

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ

日
時　

11
日
㈭

10
時
〜
12
時

内
容　
「
芭
蕉
俳
句
の
世
界
」　

講
師　

弘
中
孝
さ
ん（
芭
蕉
研
究
家
）

【
豊
津
平
成
学
級
】

場
所　

英
彦
山
青
年
の
家

日
時　

18
日
㈭

9
時
30
分
〜
17
時

内
容　

健
康
の
つ
ど
い

（
健
康
体
操
・
英
彦
山
散
策
）

【
勝
山
た
ち
ば
な
大
学
】

情
報
発
信
講
座
受
講
生
募
集

■
企
画
調
整
課
■

　

京
築
地
域
2
市
5
町
と
福
岡

県
で
は
地
域
活
性
化
の
一
環
と

し
て
、
地
域
の
魅
力
再
発
見
、

魅
力
的
な
情
報
発
信
を
行
う
コ

ツ
な
ど
を
学
ぶ
、
情
報
発
信
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

講
座
の
会
場
・
日
程

①
み
や
こ
町
会
場

み
や
こ
町
立
黒
田
小
学
校

（
み
や
こ
町
勝
山
黒
田
１
１
７
７
）

11
月
か
ら
2
月
の
第
3
木
曜
日

（
4
回
）
19
時
〜
21
時

②
豊
前
市
会
場

豊
前
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
豊
前
市
大
字
八
屋
１
９
２
６
）

11
月
か
ら
2
月
の
第
3
月
曜
日

（
4
回
）
19
時
〜
21
時

※
2
会
場
参
加
者
合
同
で
、
11

月
5
日
・
3
月
上
旬
に
全
体
会

を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
す
。

募
集
人
員　

①
、
②
そ
れ
ぞ
れ

15
人
程
度

場
所　

嘉
麻
市
、
川
崎
町　
　

日
時　

23
日
㈫

9
時
〜
16
時

内
容　

見
学
研
修

（
碓
井
琴
平
文
化
館 

・
藤
江
氏
魚
楽
園
）

【
犀
川
地
区
ふ
れ
あ
い
大
学
】

場
所　

英
彦
山
青
年
の
家　
　

日
時　

25
日
㈭

8
時
30
分
〜
17
時

内
容　

健
康
の
つ
ど
い

（
健
康
体
操
・
英
彦
山
散
策
）

【
伊
良
原
地
区
ふ
れ
あ
い
大
学
】

場
所　

北
九
州
市

日
時　

30
日
㈫ 8

時
30
分
〜
17
時

内
容　

見
学
研
修

（
JR
九
州
小
倉
工
場
・
長
崎
街
道

木
屋
瀬
宿
記
念
館
）

【
城
井
地
区
さ
わ
や
か
大
学
】

場
所　

北
九
州
市

日
時　

11
月
1
日
㈭ 

8
時
30
分
〜
17
時

内
容　

見
学
研
修

（
JR
九
州
小
倉
工
場
・
長
崎
街
道

木
屋
瀬
宿
記
念
館
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

INFORMATION

２億円
1等・前後賞
合わせて

オータムジャンボ宝くじ
■発売期間■
10月1日㈪～10月19日㈮
■抽選日■
10月24日㈬
「オータムジャンボ宝く
じ」の収益金は、市町村の
明るく住みよい街づくりに
使われます。
お問い合わせ先
みずほ銀行
☎03・3596・1111
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INFORMATION
女
性
の
健
康
い
き
い
き
教
室

■
京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
■

更
年
期
で
お
悩
み
の
あ
な
た
へ

日
時　

10
月
12
日
㈮

14
時
〜
16
時

（
受
け
付
け
は
13
時
30
分
〜
）

内
容　
「
中
高
年
に
お
こ
り
や
す

い
心
と
体
の
変
化
と
対
応
」

〜
更
年
期
外
来
の
実
際
〜

場
所　京

築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

日
時　

10
月
19
日
㈮

14
時
〜
16
時

（
受
け
付
け
は
13
時
30
分
〜
）

内
容　

「
女
性
の
排
尿
障
害
と
予
防
」

〜
尿
失
禁
な
ど
に
つ
い
て
〜

場
所　

行
橋
総
合
庁
舎

対
象
者　

更
年
期
女
性
及
び
そ

の
家
族
、
中
高
年
の
女
性
の
健

康
に
関
心
の
あ
る
人

募
集
人
員　

各
回
と
も
30
人
程
度

参
加
費　

無
料

お
申
し
込
み
方
法　

各
回
と
も

開
催
日
前
日
ま
で
に
お
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
先　

京
築
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
保
健
福
祉
課
高

齢
者
・
児
童
家
庭
係

☎
２
３
・２
９
７
０

第
４
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

技
士
養
成
課
程
講
習
会

■
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
振
興
協
■

　

こ
の
講
習
会
（
10
時
間
）
受

講
後
の
終
了
試
験
に
合
格
す
れ

ば
、
国
家
試
験
免
除
で
免
許
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

日
時　

11
月
４
日
㈰９

時
〜
17
時

日
時　

11
月
11
日
㈰

９
時
30
分
〜
17
時

会
場　

行
橋
市
中
央
公
民
館
別

館
（
行
橋
駅
構
内
、駐
車
場
あ
り
）

締
め
切
り
日　

10
月
25
日
㈭

（
定
員
50
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

（
財
団
法
人
）
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
振
興
協
会
北
九
州　
　

☎
０
９
３
・９
５
１
・１
９
１
６

う
つ
の
講
演
会

  

■
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
■

日
時　

10
月
9
日
㈫

14
時
〜
16
時
30
分

（
受
け
付
け
は
13
時
30
分
〜
）

場
所　

福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
研
修
室

（
春
日
市
原
町
3
丁
目
1
・
7
）

内
容　

講
演
「
う
つ
病
に
な
っ
た

と
き
に
は
・
・
・
」（
仮
題
）

講
師　

山
田
尚
吾
さ
ん

（
天
神
診
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

対
象　

う
つ
病
の
人
と
そ
の
家

族
、
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
医
療・福
祉・

教
育
関
係
機
関
、
児
童
相
談
所
、

労
働
分
野
関
係
、
相
談
機
関
な

ど
の
職
員

お
申
し
込
み
先　

10
月
5
日
㈮

ま
で
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
相
談
指
導
課　

☎
０
９
２
・５
８
２
・７
５
０
０

福
岡
県
農
業
大
学
校
学
生
募
集

■
福
岡
県
農
業
大
学
校
■

【
養
成
科
】
修
業
年
限
２
年

　

次
代
の
農
業
を
担
う
、
農
業

後
継
者
や
技
術
指
導
者
の
養
成

し
ま
す
。

定
数
50
人
（
推
薦
20
人
含
む
）

○
推
薦
入
学
試
験

　

願
書
受
付
期
間　

10
月
22
日

㈪
〜
11
月
12
日
㈪

More
入札結果

を公表します

公共事業入札結果（指名競争入札）に
ついてお知らせします。
入札日　平成19年8月10日
○豊津浄水場外壁塗り替え及び屋上・
　パラペット・庇防水工事
　田中工務店 1,229,000円
○諫山142号線道路側溝敷設工事
　柿野組 1,280,000円
○黒田431号線道路改良工事
　有限会社嶋田工業 1,450,000円
○平成19年度犀川・続命院～本庄地区配水管
　敷設工事
　株式会社松村組九州支店 67,000,000円
○平成19年度犀川・続命院地区配水管敷設工事
　岡田設備 33,550,000円
○平成19年度犀川・古川地区配水管敷設工事
　有限会社清和産業 40,990,000円
○みやこ町犀川グランドトイレ設置設
　計監理業務
　ナカヤマ設計 525,000円
入札日　平成19年8月30日
○みやこ町農業共同作業所豊津ﾗｲｽｾﾝﾀｰ施設
　設備改修工事
　株式会社福岡クボタ　 64,080,000円
○みやこ町農業共同作業所勝山ﾗｲｽｾﾝﾀｰ施設
　設備改修工事
　金子農機株式会社営業本部福岡営業所
　 75,000,000円
○平成19年度中央地区配水管敷設工事
　（1工区）設計業務
　株式会社間瀬ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ福岡支店
　 8,200,000円
○平成19年度中央地区配水管敷設工事
　 （2工区）設計業務
   日本水工設計株式会社九州支社

19,800,000円
○平成19年度中央地区配水管敷設工事
　 （3工区）設計業務
   株式会社松尾設計 12,300,000円 
○平成19年度本庄地区軌道横断工事
　設計業務
　ｼﾞｪｲｱｰﾙ九州ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ株式会社

6,750,000円
○平成19年度本庄地区配水管敷設工事
　設計業務
　株式会社ｸﾘｱｽ北九州事務所

8,000,000円

お問い合わせ先　財政課管財係☎ 32・2511

試
験
日　

11
月
27
日
㈫

○
一
般
入
学
試
験　

　

願
書
受
付
期
間　

12
月
10
日

㈪
〜
1
月
9
日
㈬

試
験
日　

1
月
21
日
㈪

※
野
菜
コ
ー
ス
、
花
き
コ
ー
ス
、

果
樹
コ
ー
ス
、
水
田
経
営
コ
ー

ス
、
畜
産
コ
ー
ス
、
総
合
コ
ー

ス
の
6
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

※
総
合
コ
ー
ス
は
一
般
入
学
試

験
の
み
で
す
、

【
研
修
科
】

研
修
期
間
6
月
以
上
1
年
以
内

　

福
岡
県
内
で
の
就
農
希
望
者
、

就
農
し
て
間
も
な
い
か
、
も
し

く
は
、
品
目
転
換
を
志
す
県
内

の
農
業
者
に
対
し
て
短
期
間
の

技
術
習
得
を
行
い
ま
す
。

定
数
10
人
程
度

○
応
募
期
間

12
月
6
日
㈭
〜
2
月
13
日
㈬

○
面
接
日  

2
月
28
日
㈭

※
研
修
開
始
は
４
月
ま
た
は
８

月
（
年
２
回
）

※
野
菜
コ
ー
ス
〔
イ
チ
ゴ
、
ト

マ
ト
、
ナ
ス
〕
花
コ
ー
ス
〔
切

り
花
（
キ
ク
）、
花
壇
苗
〕
が
あ

り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

〒
８
１
８
・
０
０
０
４

筑
紫
野
市
大
字
吉
木
７
６
７
番
地

福
岡
県
農
業
大
学
校
教
務
部

☎
０
９
２
・
９
２
５
・
９
１
２
９
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みなさん、平成筑豊鉄道に
1回でも多く乗ってください！

「へいちくﾌｪｽﾀ inかなだ」
　平成筑豊鉄道では10月7日
㈰に「へいちくフェスタinかなだ」
を開催します。
会場（時間）
伊田線金田駅（10時～15時）

○沿線観光PR・出店コーナー　
○先着プレゼントコーナー
○鉄道体験コーナー
「なのはな号」展示、ミニ電車の
他、キャラクター「ちくまる」も
登場！
○スタンプラリー開催
○新商品！ちくまるパッケージの
「ちくまるボーロ」限定発売！

毎年恒例の「100円列車！！」
10月7日㈰は平成筑豊鉄道全線
で、1回乗車につき運賃は100
円です。

10月7日㈰同時開催イベント
「JR福北ゆたか線ﾌｪｽﾀ in直方」
会場（時間）
　JR直方運輸センター構内【直
方駅西口】（10時～15時）
　ミニSL・アルミカート体験乗車、
駅弁フェアなど
「赤村トロッコ油須原線運行」
会場（時間）
　田川線赤駅（10時～16時）
30分間隔で運行
　大人気の「赤村トロッコ油須原
線」の運行があります。

イベント内容は変更になる場合が
ありますので、くわしくはお問い
合わせください。

お問い合わせ先
平成筑豊鉄道株式会社
☎0947・22・1000
（平日9時～17時30分）
ホームページアドレス　
http://www.heichiku.net/

研
修
講
座■

県
立
小
倉
聾
学
校
■

　

聴
覚
障
害
児
教
育
の
指
導
内

容
及
び
指
導
方
法
の
工
夫
・
改

善
を
目
指
し
て
、
研
修
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
教
育
活
動
の
一

層
の
充
実
の
た
め
に
、
多
数
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

11
月
10
日
㈯

9
時
30
分
〜
16
時
20
分

会
場　

福
岡
県
立
小
倉
聾
学
校

（
小
倉
北
区
三
郎
丸
２
・９
・１
）

内
容　

【
午
前
】
公
開
授
業
／
講
演
「
聴

覚
障
害
児
の
理
解
と
聴
覚
障
害

児
の
現
在
」

講
師　

立
入
哉
さ
ん

（
愛
媛
大
学
准
教
授
）

【
午
後
】
指
定
授
業
／
協
議
会
／

分
科
会

対
象
者　

【
午
前
】
対
象
者
の
制
限
な
し

【
午
後
】
教
育
関
係
者
（
教
員
、

保
育
士
な
ど
）、施
設
関
係
者
（
言

語
聴
覚
士
、
保
健
師
な
ど
）

そ
の
他　

参
加
費
無
料
／
上
履

き
は
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い

申
し
込
み
締
め
切
り　10

月
24
日
㈬

お
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
立
小
倉
聾
学
校

☎
０
９
３
・９
２
１
・３
６
０
０

許
す
な
女
性
へ
の
暴
力

■
京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
■

　

女
性
の
4
人
に
一
人
が
DV
被

害
を
受
け
て
い
ま
す

　

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
（
DV
）
は
、
被
害
者
の

人
権
を
深
く
傷
つ
け
る
も
の
で

あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
、
夫
婦
間
で
暴
力

が
あ
っ
て
も
、「
夫
婦
げ
ん
か
は

犬
も
食
わ
な
い
」
な
ど
と
、
家

庭
の
中
の
問
題
と
し
て
見
過
ご

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
家

庭
と
い
う
他
者
の
目
が
届
か
な

い
場
所
で
行
わ
れ
る
た
め
に
、

暴
力
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
被

害
が
深
刻
化
し
が
ち
で
す
。

　

内
閣
府
が
行
っ
た
全
国
調
査

で
は
、
女
性
の
実
に
4
人
に
一

人
（
26
．
６
％
）
が
「
身
体
的

暴
行
を
受
け
た
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。

【
福
岡
県
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
】

　

福
岡
県
で
は
、
み
な
さ
ん
が

身
近
な
と
こ
ろ
で
DV
の
相
談
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
必
要
な
支

援
や
情
報
提
供
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
県
内
の
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
を
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
DV
専

用
の
相
談
電
話
を
設
け
、
電
話

や
面
接
に
よ
っ
て
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
匿

名
で
も
相
談
で
き
ま
す
。
秘
密

は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

DV
相
談
専
用
電
話

京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所　

☎
２
３
・２
４
６
０

月
〜
金
曜
日
８
時
30 

分
〜
17 
時

15
分
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

◆
夜
間
・
休
日
は
次
の
番
号
へ
◆

　

福
岡
県
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

相
談
電
話　

☎
０
９
２
・７
１
６
・０
４
２
４

月
〜
金
曜
日　

17
時
15
分
〜
24
時

土
日
、
祝
日　

９
時
〜
24
時

（
年
末
年
始
を
除
く
）

す
く
す
く
教
室

■
京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
■

日
時　

10
月
18
日
㈭

10
時
30
分
〜
12
時

（
受
け
付
け
は
10
時
〜
）

内
容　

講
話
「
愛
着
と
発
達
に
つ
い
て
」

〜
す
こ
や
か
な
成
長
を
ね
が
っ
て
〜

日
時　

10
月
30
日
㈫

10
時
〜
12
時

（
受
け
付
け
は
９
時
30
分
〜
）

内
容　
「
小
さ
く
生
ま
れ
た
赤
ち

ゃ
ん
の
子
育
て
に
つ
い
て
」
親

子
交
流
会

場
所　京

築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

対
象
者　

平
成
19
年
9
月
末
で
１
歳
未
満

か
つ
２
，
５
０
０
ｇ
未
満
で
出

生
し
た
乳
児
と
保
護
者

申
し
込
み
締
め
切
り　
　10月

12
日
㈮

お
問
い
合
わ
せ
先　

京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健

福
祉
課
高
齢
者
・
児
童
家
庭
係

☎
２
３
・２
９
７
０
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書
の

秋
は

図
書
館
へ
。

読
平
成
19
年
度
み
や
こ
町
読
書
週
間
関
連
事
業

「
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
」

　

図
書
館
（
み
や
こ
町
の
各
図
書
館
）
で

役
目
を
終
え
た
雑
誌
や
図
書
を
差
し
上
げ

ま
す
。

11
月
1
日
㈭
〜
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

「
ハ
ー
ブ
教
室
〜
デ
ト
ッ
ク
ス
テ
ィ
ー
」

か
ら
だ
の
内
側
か
ら
き
れ
い
に
な
れ
る
ハ

ー
ブ
テ
ィ
ー
の
い
れ
方
を
習
い
ま
す
。

10
月
26
日
㈮
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

み
や
こ
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー「
い

こ
い
の
里
」　

大
会
議
室

講
師　

武
内
英
子
さ
ん

（
ハ
ー
ブ
＆
ア
ロ
マ
花
と
香
り
の
店
）　

定
員　

30
人

参
加
費　

千
円
（
材
料
代
）　

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

お
申
し
込
み
先　犀

川
図
書
館
☎
４
２・３
３
３
０

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す

「
Ｄ
Ａ
Ｎ
パ
ネ
団
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
公
演
」

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
専
門
劇
団
「
Ｄ
Ａ
Ｎ
パ

ネ
団
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
公
演
で
す
。

10
月
27
日
㈯
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

み
や
こ
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
・

グ
レ
ー
ト
み
や
こ
」　

視
聴
覚
室

対
象　

小
学
生
く
ら
い
ま
で
の
子
ど
も

参
加
費　

無
料　

申
し
込
み
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

勝
山
図
書
館
☎
３
２
・３
４
５
５

「
い
っ
し
ょ
に
あ
ぞ
ぼ
う　

わ
ら
べ
う
た
」

親
子
で
楽
し
め
る
わ
ら
べ
う
た
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

11
月
9
日
㈮
10
時
30
分
〜
12
時

犀
川
図
書
館　

じ
ど
う
室

講
師　

下
瀬
久
美
さ
ん

（
福
岡
コ
ダ
ー
イ
芸
術
教
育
研
究
所
）

募
集
人
数　

０
才
か
ら
３
才
く
ら
い
ま
で

の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

20
組

参
加
費　

無
料　

※
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

お
申
し
込
み
先　

犀
川
図
書
館
☎
４
２
・
３
３
３
０

10
月
10
日
か
ら
受
付
開
始
。
定
員
に
な
り

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

「
き
の
こ
の
子
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会
」

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
き
の
こ
の
子
」
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
お
は
な

し
会
で
す
。

11
月
10
日
㈯
14
時
〜
15
時

犀
川
図
書
館　

じ
ど
う
室

対
象　

小
学
生
く
ら
い
ま
で
の
子
ど
も

参
加
費　

無
料
（
申
し
込
み
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

犀
川
図
書
館
☎
４
２
・３
３
３
０

「
科
学
の
不
思
議
教
室
」

サ
イ
エ
ン
ス
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
と
工
作
教

室
を
行
い
ま
す
。
工
作
で
は
、
か
ら
く
り

屏
風
、
ス
ラ
イ
ム
を
作
り
ま
す
。

11
月
11
日
㈰
13
時
30
分
〜
15
時

中
央
図
書
館
（
豊
津
）　

視
聴
覚
室

講
師　

福
岡
県
青
少
年
科
学
館
職
員

募
集
人
数　

小
学
生　

30
人

参
加
費　

１
０
０
円
（
材
料
代
）　

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

お
申
し
込
み
先　

中
央
図
書
館
☎
３
３
・
１
０
４
０

10
月
10
日
か
ら
受
け
付
け
開
始
。
定
員
に

な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

読書ボランティア養成講座（初級）受講者募集
子どもに本の楽しさを届ける読書ボランティアをはじめませんか。
主催　京築地区読書推進実行委員会　みやこ町図書館　　場所　みやこ町中央図書館　対象　読書ボランティアの
経験が３年未満の人で全日程参加できる人　定員　20人（応募者多数の場合は抽選となります。）
日程・内容
回 実施日 内容 講師
１ 11月14日㈬ 講義　子どもの本の見方・選び方 福岡県立図書館職員
２ 11月21日㈬ 講義　読み聞かせとは・ストーリーテリングとは 福岡県立図書館職員
３ 11月28日㈬ 実習　読み聞かせをやってみましょう 福岡県立図書館職員・読書ボランティア
４ 12月  5日㈬ 実習　ストーリーテリングをやってみましょう 福岡県立図書館職員・読書ボランティア
５ 12月12日㈬ 発表　ボランティア活動の実際 みやこ町読書ボランティア・行橋市立稗田小学校図書司書

申し込み：図書館に置いている「申し込み書」に必要事項を記入し、お申し込みください。
申し込み期限：10月 31日㈬
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中央図書館☎ 33・1040　犀川図書館☎ 42・3330　勝山図書館☎ 32・3455
図書館ホームページアドレス　http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.jsp

図書の寄贈ありがとうございました。（敬称略）

伊勢本周三 /棚田規生 /エフコープ生活協同組合 /株
式会社御花 /かんだ郷土史研究会 /サイエントロジー
東京 /根っこの会 /福岡県総務課県民情報広報課

10 月・11月の休館日（全館共通）
10 月１日 /8 日 /9 日 /15 日 /22 日 /29 日 /31 日
11 月 3日 /5 日 /12 日 /19 日 /23 日 /26 日 /30 日

※勝山図書館では、蔵書点検作業のため、この他に
10月 2日㈫が休館となります。

今月の催し
＜土曜日のおはなし会＞　4才くらいから
中央図書館　毎週土曜日14時 30分から
10月27日は「おひさまの会」によるおはなし会
犀川図書館　10 月 13、27日 14時から
10月 27日は「きのこの子」によるおはなし会
勝山図書館　毎週土曜日14時 30分から
10 月 27 日はＤＡＮパネ団公演実施のためお休みします。

＜ひよこのおはなし会＞　１～ 3才くらい
勝山図書館　10 月 5、19日㈮ 10時 30分から

＜映画会＞
中央図書館視聴覚室　14時から
10月14日㈰《一般向け》
｢秋桜 ｣（90 分）2004 年制作　
出演：杉林沙織、黛まどか、小西博文　他
10月 28日㈰《児童向け》
｢ＮＨＫこどもにんぎょう劇場3｣（45分）
内容：つるのおんがえし、かぐやひめ

＜ギャラリー＞　観覧無料　
中央図書館ギャラリー　10月 2日㈫～ 30日㈫
『みやこ町文化月間記念展示会』
みやこ町文化協会に所属している各団体の作品を中心
に展示を行います。

新着図書案内　
図書館に新しく入った本の一部を
紹介します。貸出中の場合は予
約できます。
＜一般書＞
文芸書
『オトナの片思い』石田衣良　角川春樹事務所/『もろ
こし銀侠伝』秋梨惟喬　東京創元社 /『ビター・ブラッ
ド』雫井脩介　幻冬社 /『やってられない月曜日』柴
田よしき　新潮社 /『いつか陽のあたる場所で』乃南
アサ　新潮社 /『湿地帯』宮尾登美子　新潮社 /『真
夜中の商店街』藤木稟　講談社

その他
『大人になるための社会科入門』乙武洋匡　幻冬社
/『安全な食品の選び方がわかる本』阿部絢子　ＰＨ
Ｐ研究所 /『食べて健康！よもぎパワー』大城築　農
山漁村文化協会

＜児童書＞
『はれときどきアハハ』矢玉四郎　岩崎書店 /『ババー
ルのたんじょうパーティー』ロラン・ド・ブリュノフ　
評論社 /『ファンタジスタ中村俊輔』本郷陽二　汐文
社

Library
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　このコーナーでは、発行月に１歳のお誕生日を迎えるお子さんの写真を掲載しています。
　掲載対象者は9 月１日現在の住民基本台帳を基に抽出しています。

10 月の子育て支援センターのイベント
□すどりの里（豊津）☎33・4152
　日時　４日㈭10時～　内容　保育園体験（予約制）　　場所　祓郷保育所
□共通（勝山・豊津・犀川）イベント　
　日時　11日㈭10時30分～　内容　運動会（予約制）　場所　勝山体育館
□ゆいの郷（勝山）　☎32・2176　
　日時　16日㈫10時30分～　内容　親子エアロビクス
□犀川保健相談ｾﾝﾀｰ　☎32・2176
　日時　31日㈬10時30分～　内容　このゆびと～まれ（講師　久田恵子さん）

平成18 年10月4日

坂元 朋
とも き

生ちゃん（豊津）
平成18 年10月6日

大崎 貴
あつ や

陽ちゃん（豊津）
平成18 年10月13日

藤川 仁
に な

菜ちゃん（勝山）

平成18 年10月15日

中野 里
さとね

音ちゃん（豊津）
平成18 年10月17日

江口 結
ゆ い

彩ちゃん（勝山）
平成18 年10月19日

沖島 竜
りゅうと

仁ちゃん（豊津）

Happy Birthdayお誕生日おめでとう

平成18 年10月2日

中川 竜
りゅうのすけ

之介ちゃん（犀川）
平成18 年10月2日

松岡 澪
れいが

牙ちゃん（勝山）
平成18 年10月4日

栗原 愛
あいと

斗ちゃん（勝山）
平成18 年10月1日

豊住 来
らいき

希ちゃん（豊津）

平成18 年10月14日

友松 陽
はる か

花ちゃん（勝山）

平成18 年10月21日

清水 高
たか

ちゃん（犀川）

平成18 年10月26日

生永 千
ちなり

慈ちゃん（勝山）
平成18 年10月29日

高尾 奏
そう ご

吾ちゃん（豊津）
平成18 年10月30日

雪山 剛
たけとら

虎ちゃん（勝山）
平成18 年10月31日

田渕 陸
りく

ちゃん（豊津）
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Calendar10月

10月
5日 そらまめ教室（要予約）

10時～13時（ｻﾝ・ｸ ﾚ゙ｰﾄみやこ）
6日 ふれいあい教室

9時30分～（勝山体育館）
12日 そらまめ教室（要予約）

10時～12時（ゆいの郷）
14日 第2回町民体育会

8時30分～（豊津グランド）
16日 乳児健診

13時30分～14時（すどりの里）
17日 BCG予防接種（要予約）

13時 30 分～14時（ゆいの郷）
18日 乳児健診

13時30分～14時（ゆいの郷）
19日 乳児健診
13時30分～14時（犀川保健相談ｾﾝﾀｰ）
20日 愛郷音楽祭

9時30分～12時30分（豊津公民館）
23日そらまめ教室（要予約）

10時～12時（ゆいの郷）
30日 ポリオ予防接種（要予約）

13時30分～14時（すどりの里）

納期限　10月31日
町県民税第3期
国民健康保険税第４期
介護保険料　普通徴収第４期

11月
2日 BCG予防接種（要予約）

13時～14時（犀川保健相談ｾﾝﾀｰ）
3日 ふれあい教室

9時30分～（勝山体育館）

10月 8日㈪～14日㈰は「40歳からの健
康週間」です。
日ごろから規則正しい生活とバランスの良
い食生活を心がけましょう。

行楽シーズン到来
英彦山から蓑島まで今川沿いのコースを歩く
「天・水・海ウォーキング」の参加者を募集します。
日時　10月28日㈰７時～18時（雨天決行）
コース　・45km（英彦山～蓑島）　・25km（英彦山～源じいの森）
　　　　・15km（四季犀館～蓑島）
参加費　大人2,000円　小・中学生500円
お申し込み先　☎42・0274（17時～22時）吉武正一まで
締め切り　10月10日㈬

胸の観音秋季大祭
日程　10月13日㈯～14日㈰
場所　胸の観音（みやこ町勝山黒田3285）
行事　14日㈰10時から護摩供養（護摩木の受け付けは１０時まで）
午前　巫女舞の奉納（11時30分～12時）
お問い合わせ先　社務所（☎090・5920・0458）　　　　
交通アクセス　201号線黒田バス停から　徒歩約40分
201号線黒田交差点から約３キロ先に駐車場（約60台）から徒歩約15分
※社務所は毎週水曜日・金曜日休み（ただし、１８日の場合は除く）

上毛祭
日時　10月6日㈯、7日㈰両日とも13時～19時
場所　道の駅しんよしとみ・大ノ瀬官衙遺跡
内容　６日京築子ども神楽フェスティバル、ジュニアロックフェスティバル
　　　７日お田植祭の祭典、神楽、奉納台車レース、花火
＊6日の子ども神楽フェスティバルに、みやこ町から光冨保存会が出演します。
ぜひ、ご来場ください。
お問い合わせ先　上毛町役場企画情報課☎0979・72・3111

京築地域地産地消フェア　けいちくfood　京築風土2007
　京築地域は、農・林・水産物に恵まれた地域であり、そこでとれた素材のも
ち味を生かした料理で家族の健康と暮らしの安定を支えてきた食文化があ
ります。その食文化を支えている京築の直売所が一堂に会し、新鮮野菜やご
当地加工品を販売します。
　また、丸ごと京築鍋の試食やもちつきをはじめ、京築地域の伝統文化「神
楽」や「太鼓」、田舎体験「稲ワラ細工」など盛りだくさんの内容でお待ちしてい
ます。　ぜひ、この機会に“京築風土”に触れてください。
日時  　10月21日㈰９時～16時　
場所  　 大平湯ノ迫温泉「大平楽」（築上郡上毛町大字下唐原1625）
お問い合わせ先　京築地域農業・農村活性化協議会（行橋農林事務所内）
☎23・0383（内容を一部変更する場合がございます。ご了承ください）

ふくおか花フェスタ2007（入場料：無料）
日時　　10 月27日㈯10時～18時、   28日㈰10時～17時
場所　　トリアス久山（糟屋郡久山町山田1111）
内容　　福岡県花き品評会花き展示、福岡県フラワーデザイン品評会決勝、
フラワーデザイン・フラワーコンテスト作品展示、フラワー教室（フラワーアレン
ジ、ハンギングバスケット）、フラワーオークション、フラワープレゼントなど
お問い合わせ先　花あふれるふくおか推進協議会事務局（福岡県農政部生
産流通課内）☎092・643・3489

↑上毛祭に出演する光冨保存会
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記

　

博
物
館
の
職
員
か
ら
聞
い
た
あ
ま
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笑
え
な
い
話
で
す
。

Ａ
さ
ん
「
あ
ん
た
、
博
物
館
ち
、
知
っ

ち
ょ
う
ね
？
」

Ｂ
さ
ん
「
あ
〜
あ
、
錦
町
の
ス
ー
パ
ー

前
に
あ
る
、
あ
の
黒
い
建
物
や
ろ
？
」

　

Ｂ
さ
ん
が
答
え
た
の
は
観
光
案
内
所

の
こ
と
で
す
。
さ
て
、
み
な
さ
ん
博
物

館
の
場
所
は
ご
存
じ
で
す
か
。

合
併
し
た
の
で
、
今
や
博
物
館
は
犀
川

や
勝
山
地
域
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も

「
わ
が
町
の
博
物
館
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

館
内
に
と
て
も
貴
重
な
品
々
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。

一
度
館
内
を
の
ぞ
い
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

香
月

　

体
育
祭
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
み
や
こ
町
と
な
っ
て
初
め
て

の
町
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
10
月
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
強
い
日

差
し
の
中
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
み

な
さ
ん
全
力
で
競
技
す
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

　

今
年
の
体
育
大
会
は
、
14
日
に
豊
津

グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
そ
し

て
応
援
す
る
み
な
さ
ん
も
、
目
一
杯
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

10
月
６
日
に
は
、
上
毛
町
の
太
平
楽

で
子
ど
も
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
み
や
こ
町
か
ら
も
出
演

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

中
村

交流と連携により　ともに夢を描く　共生と協働のまち
みやこ町

広報みやこ 発行　みやこ町〒824-0892 福岡県京都郡みやこ町勝山上田960番地
10月号（2007） 編集 /企画調整課  印刷 / 京築印刷株式会社

町内最高齢106歳の中村ユキヱさん（写真中央）を白石春夫町長が訪問

　敬老の日に先駆けて、9月11日に聖家族の家で現在過ごしている町内最高齢者の中村ユキヱさん（106歳）
（写真中央）を白石町長（写真右）が表敬訪問し、祝状を贈呈しました。白石町長は「来年も来るからね、
まだまだ長生きしてくださいね」と中村さんを励ましていました。
　中村さんの三女である関根道子さん（中村さん後方）は「中村正徳・悦子の兄夫婦と交互で母を見舞いに
来ています。戦後の一番大変な時期を過ごしてきています。ですから、98歳まで一人暮らしをしていまし
たし、趣味であった土いじりも一生懸命でした。今後は穏やかで元気に過ごしてほしいですね」と語ってく
ださいました。

10,850人　 　12,172人　計　23,022人　世帯数　8,600戸　（8月末現在の住民基本台帳人口から）


